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１．審査案件 

  認定第１号 令和４年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件 所管分 
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（午前９時５９分 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから総務建

設常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、南野委員

を指名します。 

 それでは、昨日に引き続き、認定第１号

所管分の審査を行います。 

 南野委員。 

○南野直司委員 おはようございます。 

 １５点の質問をさせていただきます。昨

日、塚本委員と香川委員が、質問されまし

た。少しかぶるところがあるかもしれませ

んが、よろしくお願いします。 

 決算概要を中心にさせていただきます。 

 １番目、４０ページ、職員健康管理事業

についてです。 

 職員の健康診断におきましては、外部職

場や２４時間勤務者が、受診しやすい環境

を整備するため、時間割を導入されたと認

識しております。令和４年度における職員

の健康管理についてどのように工夫され

たかを含めて、ご答弁ください。 

 ２番目、同じく決算概要４０ページ、階

層別能力開発事業についてです。 

 課長級以上の職員を対象にしたコンプ

ライアンス研修の令和４年度の取組内容

について、改めてお聞きします。 

 ３番目、同じく決算概要４０ページ、職

種別能力開発事業についてです。 

 職員提案型ステップアップ研修の令和

４年度の取組をお聞かせください。 

 ４番目、決算概要４２ページ、組織課題

別能力開発事業についてです。 

 採用試験の申込み及び試験内容の一部

をＷｅｂ上で実施されたと認識しており

ます。在宅勤務による eラーニング研修な

ど、令和４年度の取組内容について、お聞

かせください。 

 ５番目、４６ページ、広報事務事業につ

いてです。 

 令和４年度の取組として、例えば、手書

きのイラストを使用し、ポップな紙面にな

るよう工夫されたり、漫画形式で市の公共

事業等を紹介されています。特に工夫され

たことについて、お聞かせください。 

 ６番目、４６ページ、ホームページ事業

についてです。 

 利用者が最も目にする、ホームページの

トップページにお知らせとして表示され

る新着情報、募集情報、イベント欄につい

て、各課に対して修正依頼を出すなど、担

当課と連携した掲載情報の整理や表記の

統一を行われたと認識しております。令和

４年度のホームページにおける情報発信

について、工夫されたことも含めて、お聞

かせください。 

 ７番目、決算概要４６ページ、シティプ

ロモーション推進事業でございます。 

 令和４年６月に若手職員７人で構成す

るインスタ隊を結成され、ＪＲ東海、鳥飼

車両基地との連携企画、あるいは、大阪銘

木フェスタフォトコンテスト、ＪＲ千里丘

西地区の再開発ＶＲ体験、新幹線公園のパ

ンフレット配布等々、本当にシティプロモ

ーションについて、大きく羽ばたいたと思

います。 

 令和４年度で、特に工夫された内容につ

いて、改めてお聞きします。 

 ８番目、決算概要５０ページ、鳥飼まち

づくりグランドデザイン推進事業です。 

 塚本委員からも質問がありましたので、

要望とさせていただきます。 

 私も、住民説明会へ何度か参加させてい

ただいたときに感じたのは、若い世代の方

の参加者がもう少し増えたほうが、いろん

な意見も聴けると思いました。ＰＴＡ、あ
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るいは青少年指導員と、地域の各団体とも、

しっかり連携を取っていただきたい。例え

ば、子育て世代のお父さんお母さんが参加

できる形で、今後、展開していただきたい。 

 鳥飼のわいわいガヤガヤ祭等々で、この

グランドデザインのことを、情報発信して

いただいております。鳥飼地域だけじゃな

くて、摂津市全体として、安威川以北で行

われている大きなイベント等で、こんな鳥

飼のまちづくりをしていくと情報発信を

していただきたい。要望としておきます。 

 ９番目、同じく決算概要５０ページ、淀

川河川防災ステーション等整備促進事業

についてです。 

河川防災ステーション上部施設の検討

に当たり、避難行動要支援者に対応した避

難所機能として必要なものについて、大阪

大学大学院に委託し、合同で障害者団体と

のヒアリングを行いました。９団体とヒア

リングを行ったと認識しております。障害

者団体とのヒアリング内容について、お聞

かせください。 

 １０番目、決算概要５０ページ、政策推

進課に関する一般事務事業についてです。 

 令和３年度から摂津市行政経営戦略に

基づいて、協働・パートナーシップの推進

に取り組んでいただいております。令和４

年度は９件の協定があったと課長からご

答弁がありました。近年、ＳＤＧｓ、つま

り持続可能な開発目標が広く普及してい

く中で、企業や大学から行政と連携した取

組を進めていきたいとのお声を伺う機会

が増加していると認識しております。摂津

市における協働・パートナーシップの推進

の課題がございましたら、考え方について

お聞かせください。 

 １１番目、５４ページ、女性問題相談事

業についてです。 

 事務報告書の各相談件数を見ておりま

すと、多くの相談があると改めて認識しま

した。 

 男女共同参画センターに来所されての

相談が１７１件、市役所の４階に来庁され

ての相談が３６件、それから面接相談、法

律相談を合わせて、約２００件あったとの

ことです。 

 総合的な悩みに対し、適切な相談窓口に

つなげられるよう、相談業務連絡会を開催

され、関係機関同士の連携を図られました。 

また、自殺対策として、産後うつに対応す

る構成機関を追加して、重層的支援体制整

備事業にも情報を共有したと認識してお

ります。関係機関との連携など併せて、取

組をお聞かせください。 

 １２番目、決算概要５８ページ、平和施

策推進事業についてです。 

 小学校での平和登校など、令和４年度に

おける学校での主な平和施策の取組につ

いてお聞かせください。 

 １３番目、決算概要５８ページ、人権啓

発推進事業についてです。 

 人権啓発推進事業の取組といたしまし

て、毎年、人権問題を啓発するヒューマン

ライツ・ナウを発行していただいておりま

す。令和４年度は、ヤングケアラーの問題

を取り上げていただきました。 

 ヒューマンライツ・ナウは、あらゆる人

権問題を啓発するためのリーフレットで、

市内公共施設等で配架していただいてお

ります。ヒューマンライツ・ナウの活用内

容、啓発について、お聞かせください。 

 １４番目、消防本部車両資機材整備事業

についてです。 

 これも塚本委員から質問ございました。

常備消防車両と更新計画に基づいた手こ

ぎ救命ボートの更新など令和４年度の取
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組内容について、お聞かせください。 

 最後、１５番目、事務報告書４０８ペー

ジ、消防団員数でございます。 

 ２６人の新入団員を確保し、計３８８人

となりました。うち４人が公募でありまし

た。改めて取組内容、工夫されたことにつ

いて、お聞きします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、人事課におけ

る４点のご質問にお答えいたします。 

 質問番号１番、令和４年度の職員健康診

断における工夫についてです。 

 職員健康診断は、５日間、午前９時から

午後５時まで実施しております。もちろん

どの時間に来ていただいてもいいのです

が、通常、朝の開始時が最も混み合う時間

となります。 

 例えば２４時間勤務者はそのまま受診

できる朝９時を優先させてほしい、こども

園は午睡の時間である午後の時間を希望

したい、外部職場は、本庁と異なり、待つ

場所がないので、優先してほしい等時間に

関する課題がありました。当然ながらこう

した各職場からの意見を全て聴くと、他が

かなわなくなる状況ではありましたが、中

央労働安全衛生委員会におきまして、少し

でも外部職場等を優先した時間割を決定

し、導入しております。 

 これにより、健診を受けることができる

時間が決まったため、結果的に、これまで

人数が少なかった午後にも受診者が増え

ることとなり、受診者の分散につながって

おります。 

 ただ、時間を守れない、開始時間よりも

前に並ぶなどルールを守れない職員がい

たとの課題もございます。しっかりと周知

するとともに、ルールを守る、この当たり

前の行動を取るよう、所属長からしっかり

指導いただくよう伝えてまいります。 

 質問番号２番、コンプライアンスに係る

令和４年度の取組内容についてです。 

 令和４年７月に、管理職を対象としたコ

ンプライアンス研修を実施しております。

ここでは、一般的なコンプライアンスはも

ちろんのこと、本市のコンプライアンス基

本方針を基に、行動規範を踏まえた研修を

実施しております。 

 講師につきましても、本市のコンプライ

アンス推進専門員として、コンプライアン

スの各種会議に出席いただいている方を

招いております。 

 なお、今年度につきましては、課長代理

級、主幹を対象として、来週実施する予定

としております。 

 ほかの取組としては、庁内で発生したコ

ンプライアンスに係る案件につきまして、

次課長級で構成するコンプライアンス検

討部会で、その内容を確認、対応方針等の

案を作成し、三役並びに部長級で構成する

コンプライアンス推進本部で、対応方針等

を決定するとともに、庁内での共有を図っ

てきております。 

 続きまして、質問番号３番、職員提案型

のステップアップ研修についてです。 

 令和４年度の職員提案型のステップア

ップ研修は、職員からリスクマネジメント

研修の実施の提案を受けて実施をしてお

ります。 

 内容は、不祥事案の恐さを学ぶリスクマ

ネジメントの大切さであり、リスクマネジ

メントはもとより、内部統制、コンプライ

アンス、ガバナンスの実践のポイント等々

を学んでおります。対象は、課長代理で２

８名受講しております。 

 続きまして、質問番号４番、令和４年度
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の採用や在宅勤務におけるオンラインで

の取組でございます。 

 ｅラーニングは、これまでも、新任課長

代理、新任主幹、新任係長を対象とした昇

任研修におきまして、民間企業における同

じような職位の方と一緒に受講する研修

を行ってきました。会場に赴いて受講する

以外に、本市の会議室で受講する、在宅で

受講をするという選択を行えるようにし

ておりまして、令和４年度は５名の職員が

在宅で研修に参加をしております。 

 また、採用試験におきましても、試験内

容の一部をオンラインで行っております。 

 これにより、受験生は居場所を問わず受

験できることから、遠方からの受験生も受

けやすくなったと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 仲野課長。 

○仲野広報課長 広報課に関わります３

点のご質問にお答えいたします。 

 質問番号５番、広報紙の工夫した点につ

いてお答えいたします。 

 広報紙は、市内全戸に配布させていただ

いており、市として重要な情報発信のツー

ルであると認識しております。そのために

できるだけ多くの方に見ていただけるよ

う、分かりやすく情報をお届けできればと

心がけて作成しております。 

 昨年度に、大阪成蹊大学と連携事業を行

うために、大学を訪問したときに、学生に

広報紙を見ていますかと質問させていた

だきました。想定はしておったのですが、

ほとんどの方が見ていないとのことでし

た。また、摂津市民ではない方もいるので

すけれども、広報紙について存在を知らな

い学生もいました。 

 これまで、広報紙を手に取ってこなかっ

た人にもアプローチできるよう、表紙の上

部の広報せっつの文字の部分に、季節感を

表すイラストを設けるなどの工夫や、見栄

えを意識した表紙デザインなどに取り組

むとともに、実際に若者の視点を取り入れ

るために、１０月号広報紙におきまして、

大阪成蹊大学と連携した特集ページの作

成を行いました。 

 また、建設部と連携した２月号、３月号

広報紙の特集の際には、イラストで分かり

やすくページを作成するとともに、新幹線

公園や明和池公園など、市の魅力あるスポ

ットを紹介するなど、様々な取組を行わせ

ていただきました。 

 続きまして、質問番号６番目、ホームペ

ージについて、効果的な情報発信の取組、

工夫したことについて、お答えいたします。 

 ホームページを利用される方は、知りた

い情報を早く、正確に知るために利用され

ることが多いと思います。 

 本市のホームページにおきまして、まず

目につく項目につきましては、お知らせの

新着情報になろうかと思います。 

 この項目につきましては、各課がお知ら

せしたい情報を掲載できるようになって

おりますが、タイトルだけでは何のことか

分からない内容もございました。 

 また、各課のページにおきまして、既に

終わったイベントが掲載されたままにな

っているなど古い情報が残っていること

もございます。 

 広報課におきましては、このような場合

に、その都度担当課と調整して、文言の修

正などの対応を図って、利用者がより分か

りやすいページとなるように努めてまい

りました。令和５年２月には、各課におい

て、ホームページ利用者に分かりやすい情

報発信ができるよう、新着情報の記載方法

などホームページの運用について庁内に
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通知を行い、情報発信の必要性や重要性に

ついて理解が深められるよう努めている

ところでございます。 

 続きまして、質問番号７番目のシティプ

ロモーションの取組について、お答えいた

します。 

 若手職員で構成されたインスタ隊で、市

内の風景や新幹線基地の取材など、市の魅

力発信を行ってまいりました。 

 ガンバ大阪の市民応援デーでは、市のイ

ンスタグラムのＰＲも行い、令和４年度の

フォロワー数は、令和３年度から７８０人

増加して１，８１６人となっております。 

 万博記念公園で開催されたよみうりコ

ドモ万博では、都市計画課、水みどり課と

も連携を図りまして、千里丘駅西地区再開

発事業や、新幹線公園のパンフレットなど、

市のＰＲも行わせていただきました。 

 また、市民の方に市内の魅力あるスポッ

トを投稿いただくとともに、市外の方にも、

摂津市に来て、市内の風景などを投稿いた

だけるよう、フォトコンテストを実施させ

ていただきまして、５１２件もの多くの投

稿をいただきました。 

 さらには、＆ｓｅｔｔｓｕにおきまして、

令和４年度は、市民活動を行われている方

をはじめ、伝統工芸や文化・スポーツ活動

で活躍されている方、４名の方を紹介させ

ていただきまして、１万５，０７１件のア

クセスがございました。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ９番目、大阪大学

への委託で行ったヒアリング内容につい

てのご質問にお答えいたします。 

 災害時避難行動要支援者の方に対応し

た避難所の在り方を検討項目といたしま

して、市内の障害者団体の９団体にヒアリ

ングを実施しました。 

 ヒアリング内容としましては、災害の備

えの取組や、自宅から避難するために必要

な支援や、広域避難の可能性などについて

です。 

 いただいた主な意見としましては、「災

害時にどこに逃げていいか分からない」や

「逃げるときは１人では逃げれない」や

「大勢の人がいる場所には避難すること

ができない」や「障害がある人は慣れた場

所でないと避難しても大変なので、広域避

難するのであれば、避難訓練等が必要なの

では」などの意見をいただいております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

１０番について、お答えいたします。 

 公民連携の取組の件でございます。本市

では、第４次総合計画のときから協働を掲

げておりまして、行政経営戦略でも引き継

がれて、取組を進めているところです。 

 近年、ＳＤＧｓが社会に浸透していく中

で、企業側からしても、社会貢献への関心

が高まっていると感じております。そのよ

うな中で、本市に対しても問合せが増えて

きている状況でございます。 

 取組の内容については、着実に増えてい

る状況でございます。公民連携におきまし

ては、行政側の課題、そして、企業ができ

ることのマッチングが非常に重要でござ

います。 

 数が増えると何が起こるかと言います

と、提案いただいても、既に取り組んでい

るものであったり、マッチングのところを

検討する必要が出てまいります。 

 それと、数が増えてくる中におきまして、

取組の中身について、令和４年度の取組で

も一部ご紹介しましたけども、いろんな取
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組をいただいております。年数がたつにつ

れて、その取組をブラッシュアップしてい

かないといけない部分も出てくるかと思

います。 

 行政課題を着実に進めていくためには、

それぞれ取組の中身について、一つ一つ検

証していく作業も出てくるかと思います。 

 それと、公民連携でございますので、公

の部分でも一定連携する中で役割があり

ます。何でもかんでも受け入れる状況では

なくて、公側のキャパも、今後課題になっ

てくるのかと思います。 

 今後、公民連携を行う上で、一つ一つの

取組に対して、数ばかりではなくて、さら

に効果的な取組に変えていく視点も必要

になってくるかと思います。そういった課

題があると認識しております。 

○三好義治委員長 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 続きまして、質問

番号１１番のご質問にお答えさせていた

だきます。 

 相談件数につきましては、来所相談、面

接、カウンセリングにつきましては、委員

がおっしゃられた件数であります。また、

電話相談については、センターで４７３件、

本館においても４１件となっており、多く

のご相談があります。 

 摂津市相談業務等連絡会は、関係機関が

連携することによって、適切な対応の仕組

みづくり及び課題の解決を行う機関です。 

 また、自殺防止対策に係る取組の相談業

務に従事する職員の資質向上のための研

修会に充てる位置づけでもありました。 

 令和４年度からは、産後うつ等の対策の

ため、出産育児課にも構成機関として参加

いただいているところです。 

 令和５年度には、重層的支援体制の整備

事業の実施検討及び調整に関する機関と

して、摂津市相談支援体制推進ネットワー

ク会議が、保健福祉課と社会福祉協議会を

事務局として設置されました。 

 目的が近く、相談業務等連絡会の目的を

包含されていることから、相談業務等連絡

会は廃止し、関係課と協議の上、発展的に

組み替えを行い、人権女性政策課も構成機

関として参画し、全庁的に取り組んでいる

ところではあります。 

 続きまして、質問番号１２番のご質問に

お答えさせていただきます。 

 戦争体験者が減少して、戦争の悲惨さや

平和の尊さを若年層に啓発する方法とし

て、小学校の平和登校に併せて、市長の平

和メッセージを発出させていただいてお

ります。 

 令和４年度には、摂津市ＰＴＡ協議会か

ら、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典に、

市民代表としても参加いただきました。 

 また、広島平和記念資料館より、子ども

たちの平和ポスターを借用し、平和パネル

展を実施、国立広島原爆死没者追悼平和祈

念館から被爆体験の語り部の講演会を実

施し、市内の小・中学校の保護者へは、学

校教育課を通じて、メールにて周知をさせ

ていただいたところです。 

 続きまして、質問番号１３番のご質問に

お答えさせていただきます。 

 委員がおっしゃられたとおり、ヒューマ

ンライツ・ナウは、あらゆる人権問題の、

今、課題となっているテーマを取り上げる

市民啓発のためのリーフレットです。 

 今までには、外国人と人権でありますと

か、自殺についてなどのリーフレットを作

成してまいりました。 

 令和４年度については、ヤングケアラー

の問題を取り上げました。 

 どのようなケースがヤングケアラーに
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該当するのか、周りの大人が気づくことが

大切であります。また、子ども自身も、自

分自身がヤングケアラーの当事者か気づ

くためには、まずは周知を図る必要がある

と考えております。 

 地域社会向けのヤングケアラーの啓発

リーフレットを人権女性政策課が、イベン

トなどの時期に配布し、啓発しております。 

 また、人間基礎教育の寄附金を活用し、

家庭児童相談課から全小学校の高学年、ま

た、全中学生に啓発リーフレットを配布し、

相談窓口の紹介を行ったところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 角田課長。 

○角田警備企画課長 それでは、１４番目

のご質問、車両資機材の整備についての取

組状況について、お答えいたします。 

 消防本部におけます車両資機材等の整

備につきましては、常備消防車両等更新計

画を策定しておりまして、この計画を中期

財政見通しにもリンクさせております。 

 これらに基づいて、毎年度計画的に予算

要求しているものでございます。 

 令和４年度に整備させていただきまし

た主なものにつきましては、救急自動車及

び高度救命処置用資機材の更新、手こぎ救

命ボートの更新などがございました。 

 また、消防車両につきましては、放水活

動を行いますために、特殊なポンプ設備を

艤装しておりますので、毎年度専門業者に

よりますポンプ性能点検を実施しており

ます。 

 令和４年度につきましても、滞りなく実

施いたしまして、不具合なく終了している

ものでございます。 

 消防車両をはじめといたします消防活

動に使用する資機材につきましては、金額

的に高額なものが多くございます。市全体

の事業進捗であったり、財政状況等々によ

りまして、更新時期が前後する場合もござ

いますけれども、できる限り計画どおりの

更新ができるように、今後も努めてまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大藪課長。 

○大藪消防総務課長 それでは、質問番号

１５番について、お答えいたします。 

 全国的に消防団員が減少しておりまし

て、消防団員の確保が、本市におきまして

も重要な課題となっております。 

 消防団員の募集につきましては、従来の

取組としましては、各地区の消防団員から

の紹介や勧誘が主でございます。 

 新たな工夫、取組といたしましては、令

和３年度から始めましたホームページに

よる応募がございます。 

 委員がお示しされましたとおり、この公

募により、令和４年度は４名の入団がござ

いました。これにより、ホームページの公

募に一定の効果があると感じております

ので、継続して実施してまいりたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ２回目でございます。 

 １番目、職員の健康診断につきまして、

課長から環境整備を行い、時間割を導入し

たとのご答弁をいただきました。 

 特に、メンタルヘルスで不調となってお

られます職員に対して、個別的な支援をど

うか今後もよろしくお願いします。 

 早期発見、未然防止の部分が、非常に大

事になってくるかと思いますので、よろし

くお願いします。要望としておきます。 

 ２番目、階層別能力開発事業のコンプラ

イアンス研修について、ご答弁いただきま
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した。市が行っている業務は市民の信頼の

基に成り立っているという原点に立ち返

っていただいて、職員お一人お一人が具体

的な行動規範を示せるよう、どうか摂津市

コンプライアンス基本方針に沿って、取組

を進めてください。 

 また、摂津市職員育成・行動基本計画に

沿って、皆さんが取り組んでいただきます

よう、よろしくお願いいたしまして、これ

も要望としておきます。 

 ３番目、職種別能力開発事業の提案型ス

テップアップ研修の令和４年度の取組に

ついて、ご答弁をいただきました。 

 職員提案型ステップアップ研修に関連

いたしまして、令和４年度の摂津市の職員

提案制度の取組内容について、お聞かせく

ださい。 

 ４番目、採用試験のＷｅｂ上での採用試

験、あるいは在宅によるｅラーニング研修、

５名の職員の方が、取り組んだとご答弁い

ただきました。 

新型コロナウイルス感染症につきまし

ては、この５月８日をもって５類に引き下

げられ、行動制限がなくなりました。引き

続き、働き方改革の推進に向け、テレワー

クの活用を促進されると認識しています。

考えについてお聞かせください。 

 ５番目、広報事務事業で特に工夫された

ことについて、課長からご答弁をいただき

ました。 

広報紙のシティプロモーションに関す

るページ割合が低く、広報紙を利用しての

シティプロモーションが弱い課題に対し

て、シティプロモーション用のページを確

保するなど、広報紙全体のページ構成等の

見直しを含めた今後の検討課題について、

お聞かせください。 

 ６番目、ホームページの工夫されたこと

について、ご答弁いただきました。 

私自身も、毎日、摂津市のホームページ

を見させていただいております。まず一つ

は、さっき広報紙でも言いましたけども、

ホームページのトップページに、シティプ

ロモーションを意識したシティプロモー

ション、＆ｓｅｔｔｓｕがあります。＆ｓ

ｅｔｔｓｕを、トップページの下へ持って

きてもいいのではないかと思います。そし

て、まち・ひと・しごと創生総合戦略実行

ビジョンにつながる、摂津市の人口、世帯

数などを数字で、トップページに掲載して

いる自治体は多くあると思います。他市の

まねをするわけではないのですが、摂津市

のよさをアピールしながら、細かい部分も

掲載していただけますように、よろしくお

願いします。要望としておきます。 

 ７番目、シティプロモーション推進事業、

細かくご答弁いただきました。 

 シティプロモーションにつきましては、

若手職員の皆さんで構成されたインスタ

隊、非常に頑張っていただいて、摂津市の

魅力を発信していただいております。 

 ホームページからも、＆ｓｅｔｔｓｕに

より、様々な形で摂津市の情報を、全国に

発信していただいております。摂津市のマ

スコットキャラクターであるセッピィの

グッズを商工会の皆さんと連携を取って

いただいて、こんなかわいいキャラクター

が摂津市にもあることを含め、全国に発信

していただきたいので、どうかよろしくお

願いをします。要望としておきます。 

 ９番目、淀川河川防災ステーション等整

備促進事業で、障害者団体等のヒアリング

の詳細な内容について、お聞かせをいただ

きました。 

どうか、いただいた意見をしっかりと上

部施設に反映できるように、今後も取り組
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んでいただきますよう、よろしくお願いし

ます。要望としておきます。 

 １０番目、政策推進課に関わる一般事務

事業の中で、摂津市の行政経営戦略に基づ

いた協働・パートナーシップの推進の今後

の課題について、課長から詳しくご答弁を

いただきました。 

 例えば、日本郵政株式会社、あるいは第

一生命保険株式会社との連携で、エンディ

ングノートを実施された後、見守り活動で、

実施していただいたということです。本当

にこの取組は大事だと思います。また、あ

りがたいと思っています。今後も引き続き、

進めていただきたい。まずは、業務改善、

あるいは市民サービスの向上にしっかり

とつながるように、どうかよろしくお願い

をします。要望としておきます。 

 １１番目、女性問題相談事業、相談を含

めた関係機関との連携体制について、ご答

弁をいただきました。 

 重層的支援が必要な場面も、今後は多く

出てくると思います。どうか、関係機関と、

しっかり連携を取っていただき、よろしく

お願いします。 

 ここで、女性問題相談事業でお聞きしま

す。大阪人間科学大学と協働で、デートＤ

Ｖ予防啓発の取組を行っていただきまし

た。その取組内容について、お聞かせくだ

さい。 

 １２番目、平和施策推進事業で、小学校

での平和登校など、令和４年度の平和施策

の取組について、詳しくご答弁をいただき

ました。 

 摂津市におきましては、昭和５８年３月

に、平和都市宣言を行うとともに、平成２

１年７月には、平和首長会議に加盟して、

平和を願う世界の国々や地域とともに核

兵器廃絶と世界恒久平和の実現を願う取

組を様々な形で展開していただいており

ます。 

 その取組の一つ、摂津小学校、あるいは

三宅柳田小学校で、児童が原爆で被爆した

大木を親木とするアオギリとクスノキの

苗木を、校庭に子どもたちが植える取組を

していただいております。他の小学校にお

いても、実施の考え、今後の展開などござ

いましたら、お聞かせください。 

 １３番目、人権啓発事業のヤングケアラ

ー、そしてヒューマンライツ・ナウの活動

内容について、詳しくご答弁をいただきま

した。 

 ヤングケアラーにつきましては、皆さん

認識していただいておると思います。本来、

大人が担うと想定される家事や家族の世

話などを日常的に過度に行っている１８

歳未満の子どもたちのことです。令和４年

度に大阪府が府立高校生約１１万人を対

象として行った実態調査で、回答者８万８

５５人のうち９，２３６人、１１．４％が

世話をしている家族がいますとの結果で

ございました。 

 そのうち世話を必要としている家族の

ことや悩みを相談したことがあると、回答

した生徒は約１割であり、７割以上の生徒

は、相談した経験がないと回答しています。 

 多くのヤングケアラーが自らＳＯＳを

発信できずに孤立していることが分かり

ます。 

 世話の頻度については、ほぼ毎日が約４

割、世話に費やす時間は３時間以上が約１

割との結果となっており、日常的に大きな

負担となっているケースもあると考えて

おります。人権女性政策課でのヤングケア

ラーに関する相談や対応などがありまし

たらお聞かせください。 

 １回目のご答弁であったかもしれない
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ですが、学校を通した相談窓口の周知など

の実施について、改めてお聞かせください。 

 １４番目、消防本部車両資機材整備事業

について、令和４年度の取組内容を詳しく

ご答弁いただきました。 

 総務省消防庁の通知により、令和４年度

ドローンの導入について、研究・検討され

たと認識しております。その内容をお聞か

せください。 

 また、摂津市は、本年５月に、災害時等

におけるドローンによる支援活動に関す

る協定を締結されました。火災調査や救助

活動時の事業所ごとの連携体制について、

お聞かせください。 

 １５番目、消防団員数について、詳しく

ご答弁をいただきました。 

令和３年度から開始した公募により、４

人が入団しております。今後の公募による

入団促進活動の考え方について、お聞かせ

ください。 

 以上で２回目を終わります。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、人事課におけ

る２点のご質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号３番、職員提案制度につ

いてです。 

 職員提案は、年中受け付けておりまして、

特に６月頃から強化期間として、全庁周知

を実施しております。令和４年度の職員提

案の数はゼロ件でありました。なお、令和

５年度は職員育成・行動基本計画推進委員

会におきまして、職員提案制度についても

議論を行い、人材育成を前提としながらも、

１次審査の前に、提案で足りていない内容

を推進委員会として補うといいますか、ブ

ラッシュアップするためのヒントで応援

することに変更しており、令和５年度は複

数件の職員提案がございました。 

 質問番号４番、テレワークシステムの促

進についてでございます。 

 現在、在宅勤務につきまして、「市民サ

ービスに影響のない範囲で実施すること」

「職場での勤務と同様に、正規の勤務時間

を通じて、職務専念義務が課せられること」

を含めて、在宅勤務制度について、庁内メ

ールを使い周知するとともに、庁内ネット

ワークのキャビネットに掲載して、制度理

解を深めてもらっております。 

 また、家族が新型コロナウイルスの疑い

となった場合、これまでは出勤することが

できませんでした。今年度は、新型コロナ

ウイルス感染症が５類に分類された後に

ついて、濃厚接触者の定義もなくなり、新

型コロナに係る特別休暇もなくなり、強制

的に休暇を取ることはなくなりました。 

 ただ、職場で、万が一うつしてはいけな

いため、在宅勤務をされた方もおられます。 

 なお、新型コロナウイルス感染症が５類

に分類された後も、コロナ禍に始めました

時差出勤制度、在宅勤務制度を通常運用で

きるように改めました。それ以降の在宅勤

務制度利用者は４２名、延べ４９名となっ

ております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 仲野課長。 

○仲野広報課長 それでは、２回目のご質

問にお答えさせていただきます。 

 広報紙におけるシティプロモーション

のページについての考えです。シティプロ

モーションの観点で言いますと、広報紙で、

定期的に市の魅力の発信を行うまでには

十分に至っていないと認識しております。 

 ただし、広報紙の作成におきましては、

新型コロナが収まったこともありまして、

時期にもよりますが、イベントがかなり増

加傾向にあります。 
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 その上で、毎月紙面構成を工夫しながら、

できるだけ多くの情報を分かりやすく掲

載できるように、担当職員もデザインや文

言調整などいろいろと取り組んでもらっ

ております。 

 シティプロモーションの観点につきま

しては、現在、インスタグラムなどＳＮＳ

を中心に取り組んでおります。広報紙は多

くの方に見ていただけるツールでありま

すので、紙面に限りはございますが、全体

のレイアウトを見直していく上で、どのよ

うな方向性を定めていくか、今後、考えて

いく必要があると認識しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 大阪人間科学大

学とのユースリーダーについてのご質問

にお答えさせていただきます。 

 被害者にも加害者にもならず、暴力その

ものの根絶のためには、事後の相談だけで

はなくて、予防にも力を入れるべきである

と考えております。 

 平成３１年度から大学生を対象とした

ユースリーダーの養成講座を実施してお

りまして、令和４年度につきましては、デ

ートＤＶの種別、例えば、経済的ＤＶです

とか、性的ＤＶのようなＤＶの種別、また

ＤＶのサイクル等について、計８回の講義

を行いました。 

 これからの社会を担う大学生には、講座

を受講して、デートＤＶの被害者、加害者

にならないことはもとより、さらに一歩進

んで、相談者となっていただくことを目指

しています。 

 また、大学だけではなく、令和４年度に

つきましては、市内の中学校５校、全てに

おいてデートＤＶの予防出前事業も実施

させていただきました。 

 市内の高校におきましても、働きかけを

行っており、令和５年度には、私立の高校

からも要望があり、実施する予定となって

います。 

 中高大と全ての学生に対して、ＤＶの予

防啓発について啓発をしていく予定であ

ります。 

 続きまして、１２番の２回目のご質問に

ついて、ご答弁させていただきます。 

 市民の平和意識を醸成するために、広島、

長崎の被爆の実相を理解してもらい、核兵

器の廃絶を願う被爆者の切実な思いを共

有していただくため、平和首長会議で取り

組んでいる事業である被爆樹木二世の苗

木を、委員がおっしゃっていただいたとお

り、摂津小学校、三宅柳田小学校に植樹さ

せていただいています。 

 また、三宅柳田小学校の植樹の様子は、

平和首長会議のホームページにも掲載し

ていただいているところです。 

 毎年、学校の案内として、年度初めの校

長会において、この事業をＰＲさせていた

だいております。 

 ただ、学校の校庭のスペース等の問題も

あるかと思いますので、学校の実情に応じ

て対応いただければと思っております。 

 続きまして、質問番号１３番の２回目の

ご質問にご答弁させていただきます。 

 人権女性政策課での相談や対応ケース

については、ヤングケアラーの担当部署で

あります家庭児童相談課と連携しており

ます。例えば、保護者に代わって家族の介

護をしているような場合は、介護等のサー

ビスの利用案内を行い、高齢介護課であり

ますとか、社会福祉協議会と連携を行うな

どしております。 

 ヤングケアラーといいましても、内容に

つきましては、それぞれもともとの課題で、
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障害福祉課と連携をするケースもありま

すし、子どもの世話をしているケースであ

れば、家庭児童相談課と連携しております。 

 また、家庭児童相談課で、要保護児童対

策協議会が、本年度から、ヤングケアラー

専門相談部会を立ち上げられました。 

 人権女性政策課も、構成メンバーとして

参画しており、今後も、庁内で関係機関と

連携して取り組んでいきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 角田課長。 

○角田警備企画課長 ２回目のご質問に

お答えいたします。 

 まず、ドローンの導入につきましてのご

質問ですが、消防本部におきましても、総

務省消防庁から示されております活用の

手引きを参考に、令和３年度、令和４年度

と継続して検討を進めてまいりました。 

 この手引きの中で、ドローンの運用につ

きましては、大きく三つの方法が示されて

おりまして、一つ目に消防本部独自での運

用、二つ目にドローン事業者と協定を締結

した運用、三つ目に市長部局、消防団等々

の別機関での運用が推奨されております。 

 どの手法での運用が本市にとって、より

有用なものになるのかを検討してきまし

た。人員の体制であったり、機種の保険料、

点検に係るランニングコスト、操縦資格の

取得経費等々を総括的に判断した結果、消

防本部での導入につきましては、現在、ま

だ導入されていない他市町の状況も見極

めつつ、引き続き検討することといたしま

した。 

 委員からもございましたが、令和５年５

月に防災危機管理課がドローンの取扱事

業者と災害時等のドローンを活用した支

援活動に関する協定が締結されました。 

 この協定につきましては、消防本部にお

きましても利活用ができるように、防災危

機管理課との連絡体制を築いております。 

 災害発生時にドローンを飛ばしての活

動が有効であると判断した場合には、直ち

に防災危機管理課と連携を取りまして、協

定締結事業者に出動の要請をかけていた

だくこととなってございます。 

 この結果、消防本部としてのドローンの

運用につきましても、先ほど申し上げまし

た国が示します運用の方法について、当面

の間、ドローン事業者の防災協定を活用し

た運用という選択ができるようになった

ものでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大藪課長。 

○大藪消防総務課長 質問番号１５番の

２回目の質問について、お答えいたします。 

 従来の消防団の紹介や勧誘には、ある程

度の限界があると感じておりまして、令和

３年度からホームページを活用した募集

をすることにより、新たな可能性を見出せ

たと感じております。 

 今後は、消防団幹部会議や消防団活性化

委員会の中においても活発な議論をして

いただき、ホームページ以外のツールも活

用できないか、また、どうすれば消防団に

入団しやすくなるだろうかを今後も様々

な手法を研究して、消防団員の確保に努め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 南野委員。 

 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 先ほど１３番目

の質問のときに、ヤングケアラーの相談窓

口の紹介について、お聞きいただいていた

のに漏れていましたので、追加でご答弁さ

せていただきます。１回目の答弁でもお伝
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えさせていただきましたが、地域社会向け

のヤングケアラーの啓発リーフレットを、

人権女性政策課で作成しており、人間基礎

教育の寄附金を活用して、全小・中学校に、

当事者向けのリーフレットを作成し、その

リーフレットの中に、相談窓口の紹介機関

を入れさせていただいております。 

申し訳ありませんでした。 

○三好義治委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ご答弁いただきまして

ありがとうございます。 

 ３回目は、全て要望とさせていただきま

すので、よろしくお願いします。 

 ３番の職員提案制度の実施について、令

和４年度はなかったとのことであります。 

 私自身の体験といいますか、もともとト

ヨタ自動車に勤めていまして、自動車の整

備士をやっておりました。トヨタ自動車は、

日々の仕事の中で職員から提案したこと

をすごく表彰しています。私は同僚と一緒

に、地獄耳というものを作りました。いわ

ゆるお医者さんが使う聴診器、サウンドス

コープといって各エンジンの気筒を調べ

るのに長い管をつけて、バウンドしたとき

に異音がしたらすぐ分かるようにする工

具を作って表彰を受けました。 

 そのときすごく同僚と喜んで、モチベー

ションが上がった経験があります。 

 市役所の仕事は少し違うかも分かりま

せん。今もいろいろ楽しく、いろんなこと

を言い合いながら、皆さん各課で仕事を頑

張っていただいていると思います。例えば、

新しく入ってきた職員の方が、課に所属さ

れて、こうしたら業務改善できるのではな

いかと思っていても、言える場面が少ない

こともあります。職員提案制度は、プレゼ

ンする場面をつくっていただいていると

思います。どんどん自分が思うことを言え

る職場を、構築していただきたい。 

静岡県島田市のホームページに、職員提

案が毎年１５０件ぐらい出ています。思い

を言える場を作っていただきたいので、要

望としておきます。 

 ４番目、テレワークのシステムの活用、

課長からご答弁いただきました。働き方改

革で、テレワークなどを活用していただき

ますように、どうかよろしくお願いします。

要望としておきます。 

 ５番目、広報課、シティプロモーション

用のページ確保で、課長からご答弁いただ

きました。広報紙、冊子型に変わって、分

かりやすくなったと多くの市民の人から

すごく評価が高いです。 

 さらに、シティプロモーションのアピー

ルを入れていただきますよう、よろしくお

願いします。要望としておきます。 

 １１番目、デートＤＶの啓発事業につい

て、課長から詳しくご答弁いただきました。

すごく大事な取組だと思いますので、引き

続き、啓発活動をよろしくお願いします。

要望としておきます。 

 １２番目の平和施策についてです。 

 このアオギリとクスノキの活用につい

て、全小学校でできないかと思っておりま

す。初めは小さいですけど、大きな木にな

るということです。様々、学校にも事情が

あると思います。よろしくお願いします。 

 併せて、摂津市では、昭和５８年に「憲

法を守り人間を尊重する平和都市宣言」を

行い、今年で４０周年を迎えたことを記念

して、戦時下の摂津市の様子と戦後の平和

に関する取組を紹介する動画「今こそ平和

の尊さを見つめなおそう」を作成されまし

た。 

 僕も何回か拝見させていただきました。

ユーチューブのアクセス数が少なかった
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と思います。どうかこの動画を全市民へ展

開できるようによろしくお願いします。 

 １３番目、ヒューマンライツ・ナウのヤ

ングケアラーの啓発について、課長からご

答弁いただきました。 

 このヒューマンライツ・ナウ、すごく分

かりやすく作っていただきました。相談窓

口も全て書いていただいております。しっ

かりと、あらゆる場面で啓発活動をしてい

ただきたいので、よろしくお願いいたしま

す。 

 １４番目のドローン、これも詳しくご答

弁をいただきました。 

２０１８年の大阪北部地震、あるいは、

台風２１号のとき、私も消防団として地域

のがれき等の撤去活動をさせていただい

たわけです。その中で、瓦がどこの家の瓦

か分からへんで自分の家かも分からへん

ことがありました。周りにマンションがあ

ったら、登って、写真を撮れればと思いま

した。ご相談いただいたときまわりに高い

建物がなく、ドローンがあったら飛ばして、

上空で、屋根を撮影できると思いました。

摂津市としては、協定を結んだ会社と連携

を取っていく方向性です。自然災害時に、

しっかりと連携を取っていただいて、よろ

しくお願いします。要望としておきます。 

 最後の消防団員の確保で、４名の方に入

っていただいた。私も消防団をさせていた

だいております。地域で８月２３日は、毎

年会館で地蔵盆祭りをして、小さな子ども

が遊びに来ます。お父さん、お母さんも来

られますので、消防車を出して、見ていた

だいて、子どもに乗ってもらって、写真を

撮ったりしております。そういうときにお

声をかけて、どうですかと、活動をさせて

いただいております。 

 本部としても、引き続き募集活動をして

いただきますようお願いいたしまして、質

問を終わります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 南野委員の質問が終

わりました。 

 次に嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 よろしくお願いいた

します。 

 まず、人事課に関わる質問を何点かさせ

ていただきます。 

 １点目、決算概要４０ページ、労働安全

衛生事業でございます。 

 これは、塚本委員が詳しく質問をされて

おられました。３０日以上の休職、あるい

は９０日以上、いわゆる分限休職となって

いる職員の数についてもお聞かせをいた

だきました。 

 そういった方に、どのようなことが必要

なのかについても、塚本委員からも提案が

あり、よく理解できました。昨日の答弁の

中で、現在の数は分かりましたし、職員の

数に対する割合も答弁いただいたと思っ

ています。 

 経年を追って３０日以上もしくはその

９０日以上休職している方の割合が、増加

傾向にあるのか、まずはお聞かせください。 

 ２点目、同じく決算概要の４０ページ、

階層別能力開発事業でございます。 

 新規採用職員の研修もされておられま

す。この新規採用職員の研修に、どのよう

な重きを置かれているのか、具体的な視点、

お持ちだと思いますので、その点をお聞き

します。 

 あわせて、管理職の研修については昨日

答弁もいただきましたので、いろいろな視

点があることはよく分かりました。要望と

して申し上げておきます。今はコンプライ

アンス研修に重きを置かれていると、事務
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報告書を見ておりましても、感じています。 

 それは全く否定しませんし、これからも

引き続きやっていただきたい。それだけで

はなくて、管理職は、部下に対してしっか

りと指導育成をしていくところが非常に

大きな役割でもあります。 

 その際に、部下がこの人の言うことなら

聞ける、この人が言うのであればしっかり

やっていこうと思えるような、自分の器を

どれだけ大きくしていくかが、今求められ

ている大きな視点だと思います。ぜひそう

いった立場から、研修を重ねていただきた

い。今、管理職の立場におられる皆さんは、

そういった視点で、日常の業務に当たって

いただけるとうれしいと思っていますの

で、よろしくお願いします。この点の答弁

は結構なので、要望として申し上げておき

ます。 

 ３点目、職員体制についてです。 

 事務報告書で、現在の職員体制は載せて

いただいております。経年をおって、どの

ような変遷を経てきているのか、また今後

の方針があれば、お聞かせください。 

 ４点目、これは先ほど南野委員もおっし

ゃっておられました職員提案です。令和４

年度は、残念ながら職員提案がなかったと

のお話でございました。これは、しっかり

と原因を分析しとかなあかんと思ってい

ます。 

 令和５年度は、複数件の提案があったと

のことです。令和４年度は、なぜなかった

のか、どういったところに問題があったと

考えておられるのか、お聞かせください。 

 人事課については、以上です。 

 ５点目、人権女性政策課、事務報告書３

５ページ、ＤＶ防止ネットワーク会議につ

いてです。 

 この会議、１回だけの開催なのか、そこ

をお聞かせください。 

 それと、内容、その構成機関、構成員が、

どのようになっているのか、お聞かせくだ

さい。 

 ６点目、核兵器禁止条約の早期締結に向

けて署名活動をされておられます。 

 年を追って、事務報告書を拝見しており

ますと、令和４年度は８１７筆が集まって

おられます。その前年度は１３１筆でして、

ずっと見ていますと、結構数字にばらつき

があります。 

 これは、どのようなことなのか、なぜこ

の署名活動が実現されたのか、経緯などに

ついて、お聞かせください。 

 人権女性政策課については、２点です。 

 ７点目、広報課、広報事務事業、決算概

要４６ページ、印刷製本費の執行です。 

予算が大体１，４００万円と思います。

それに対し、決算額が９５０万円、この執

行差金をどのように考えておられるのか、

内容についてもお聞きします。 

 もう１点は、これも議論がございました

けれども、広報せっつでの情報提供に満足

していると答えておられる方が８５．９％

となっております。 

 私は、この数字自体は、高いとも言える

し、まだまだ改善点もあると見えるし、非

常に微妙なところだと感じています。 

 昨日からお話があったと思いますが、今

後はどのように考え、改善しようとしてい

るのか、お聞きします。 

 ８点目、シティプロモーション推進事業

について、お聞かせください。 

 この取組を進めていくためには、まず広

報課の皆さんが、我が摂津市の魅力はどこ

にあると感じておられるのか、その意識が、

一番大事だと思っています。その点につい

て、今、広報課の中でどのようなお話をさ
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れておられるのか。そして、課長として、

我が摂津市の魅力はどこにあるとお感じ

なのか、その点をお聞かせください。 

 広報課につきましては、以上です。 

 ９点目、政策推進課、鳥飼まちづくりグ

ランドデザインについて、お聞きします。 

 先ほど南野委員は、この点について要望

をされました。私はどちらかというと、厚

かましい性格をしておりますので、答弁を

お願いいたします。比較的若い年齢層の方

から、もっともっと意見をもらうべきとの

お話もあったと思います。鳥飼まちづくり

グランドデザインが、まだまだ鳥飼地域の

皆さんにしっかりと浸透していないと、昨

日からご指摘があったと思います。 

 私も同じような感覚を持っています。具

体的に、令和４年度、まずどのようにして

周知を図っていったのか。特に若年層の意

見を吸い上げるために、様々な取組もなさ

れてきたと思っています。令和４年度の具

体的な取組について、お聞きします。 

 １０点目、監査委員事務局にお聞きしま

す。令和４年度行政監査といたしまして、

報償費の支払い事務に関する監査をされ

たと思います。この報償費の支払い事務に

関わる監査に至った背景をお聞きします。 

 それと、私も一度監査委員をさせていた

だきました。監査に当たる職員の感性とい

ったものが非常に大切だとつくづく感じ

ました。この監査に当たる職員の方の感性

を磨いていくために、具体的にどのような

資質の向上を図ってこられたのか、お聞き

します。 

 １１点目、消防につきまして、質問しま

す。 

５市での運用に向けた取組が、令和４年

度もなされました。その中で、プロポーザ

ルを実施され、恐らく複数社から提案があ

り、事業者が決まったわけです。その至る

経緯、どのような優位性があって、事業者

が決まったのか、お聞きをします。 

 １２点目、中期財政見通しとも関わって、

高規格はしご車についてです。 

 これを、摂津市単独で更新していくと、

相当な予算が必要になると思います。 

 そういう視点に立ったとき、令和４年度

で、高規格はしご車がどの程度出動された

のか、その具体的な件数について、お聞か

せください。 

 １３点目、１１０番通報を覚知してから

現場に向かうまでに相当な時間がかかっ

ていると、推測しているところです。 

 新型コロナウイルス感染症が令和４年

度ではまだ２類に分類されており、そこに

ついては、様々な制約もあっただろうし、

いろんな工夫も皆さんされてこられたと

思います。どのように、その時間等々につ

いて捉えて、どのような対策をされてこら

れたのか、お聞かせください。 

 最後、１４点目です。実際に、コロナ禍

で、パンデミックを起こさないかが、すご

く課題であったと思います。 

 様々な工夫も取られてきたと思います。

令和４年度の工夫についてお聞かせくだ

さい。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、人事課に係り

ます４点のご質問にお答えいたします。 

 質問番号１番、メンタルの傾向について

でございます。 

 経年で申し上げますと、いわゆる分限休

職者の割合では、令和元年度は０．９１％、

令和２年度が１．５％、令和３年度が１．

４９％、令和４年度は２．３４％となりま

す。 
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 あと、精神及び行動の障害による３０日

以上の病気休暇につきましては、令和元年

度が１．５％、令和２年度が２．７１％、

令和３年度が３．３％、令和４年度が３．

８％と、割合としては増えている状況でご

ざいます。 

 質問番号２番、新規採用職員の研修につ

いてでございます。 

 新規採用職員の研修は、現在、可能な限

り早く配属先で業務を行うことができる

ような仕組みといたしまして、前年度の３

月末に会計年度任用職員として任用して、

研修がスタートをするスケジュールを組

んでおります。 

 新規採用職員の研修の視点でございま

すが、公務員として、初日から市の顔とな

ることを前提に、公務員を深く知る、市の

ことを深く知るというものでございます。 

 内容といたしまして、自治体職員の基礎

を学ぶ研修、地方自治法や地方公務員法を

学ぶ研修、仕事の進め方とコミュニケーシ

ョンを学ぶ研修、あるいは接遇研修といっ

た外部講師を招く研修はもとより、公務員

倫理、防災、情報セキュリティなど、市職

員が講師となって、本市のことを教える研

修も実施しております。 

 職員育成・行動基本計画に、目指す職員

像がございます。摂津市職員として求めら

れる職員像については、当然視点として入

っております。 

 質問番号３番、職員数についてです。経

年で毎年４月１日の定数管理上の人数で

申し上げますと、平成１０年度が８７０名、

平成１６年度で７８４名、平成２２年度で

６９１名、平成２９年度、平成３０年度が

最も少ない６１５名、それ以降、平成３１

年度が６２０名、令和２年度が６２６名で、

令和３年度が６３１名、令和４年度が６４

４名で、今年度４月１日が６５０名、今日

時点では６４９名となっております。 

 採用の考え方といたしまして、現在、技

能労務職員を除きまして、定年で再任用と

ならず、退職する人数、再任用を退職する

人数といった、市役所から退職される人数

と、業務の関係上、必要であると判断した

人数から、育休から復職する人数や、業務

の関係上、減員ができると判断した人数を

引いた人数を採用の人数として募集をし

ております。 

 質問番号４番、職員提案制度でございま

す。 

 職員提案につきましては、当然新たな発

想を基に提案するポジティブな面はもち

ろんありますが、自らの本来業務を置いて、

提案に没頭することは、場合によっては本

来業務の停滞を招く可能性もありますし、

同僚の不満がたまる可能性もあります。実

際に提案がなかった部分については、なか

なか実効性の低い提案で、実際にこれを実

現するためには、いろいろ考えていくハー

ドルがあり、そこを補う必要がある提案も

１件ございました。あくまで人材育成で、

提案者がしっかりと提案するところでは

ありますが、先ほど南野委員へ答弁させて

いただきましたとおり、この部分に対して、

１次審査前に職員育成・行動基本計画推進

委員会として、ブラッシュアップするため

のヒントでも応援する形を取る内容とし

たところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 人権女性政策課

に関わります２点のご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 まず、質問番号５番のＤＶ防止ネットワ

ーク会議、どのような会議体なのかのご質
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問だったと思います。 

 夫や恋人からの暴力の防止及び被害者

の保護を図ることを目的として摂津市Ｄ

Ｖ防止ネットワーク会議を設置しており

ます。 

 構成員は、庁外では、大阪府女性相談セ

ンター、摂津警察署、摂津医師会をはじめ

とした７機関、庁内は、ＤＶ被害者が必要

とする公的支援制度の担当課である１５

機関であります。 

 ネットワーク会議においては、庁外の方

も構成いただいていることから、ＤＶ相談

実績の報告、ＤＶ相談の種別の傾向、制度

改正の説明等を行っており、庁内外の関係

機関のネットワーク連携の強化を図って

おります。 

 ネットワーク会議は、おおむね年に１回

の開催であります。先ほど委員から年に１

回の開催について、大丈夫ですかとのご指

摘をいただきました。 

 ネットワーク会議とは別に、ＤＶ被害者

の状況により、公的支援の検討を行う必要

がある場合、協議事項が発生したときには、

個別のケース検討会議を行っており、関係

機関で連携し、それぞれの部門で支援につ

なげています。 

 続きまして、質問番号６番の核兵器廃絶

の署名を始めた経緯についてのご質問が

ございました。 

 平成２４年１月に開催された第１回平

和首長会議において、核兵器禁止条約の交

渉開始を求める市民署名活動について、加

盟都市を挙げて展開すること、また、核兵

器禁止条約の早期実現に向けた取組の推

進について、日本政府に要請することが承

認されたことから、本市におきましても、

平成２４年より署名活動を開始したとこ

ろです。 

 署名数につきましては、先ほど委員から

お話があったように、令和４年度は８１７

筆、令和３年度は１３１筆、令和２年度は

７７３筆です。その変動についてですが、

署名については、各公共施設への配架を行

っており、そのほかにも、世界人権宣言摂

津連絡会議の加盟団体や平和イベント参

加者にも協力依頼を行っております。 

 加盟団体から頂く数やイベントの参加

者数等が毎年異なることから、年度により

署名数の変動がある次第です。 

 また、最近では署名について、住所の記

載が必要なことから、個人情報のことで、

抵抗を持たれる方もおられます。 

 平和首長会議では、現在、オンラインで

も署名が可能ですので、摂津市としては、

こちらのご案内もさせていただいている

ところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 仲野課長。 

○仲野広報課長 それでは、広報課に係り

ますご質問にお答えいたします。 

 質問番号７番目の広報紙の印刷製本費

についてのご質問でございます。 

 広報紙につきましては、毎月４万７，０

００部の印刷を行っております。令和４年

度の当初予算の計上時には、１部当たり２

２円で計上させていただいておりました。

令和３年度の単価では、１部当たり１６.

５７円から、令和４年度には１４.３３円

と大幅に単価が下がったことが大きな要

因でございます。 

 なお、近隣他市の単価の実績と比較しま

しても、高槻市に次いで安い設定となって

おります。 

 また、参考ではございますけれども、令

和５年度の契約単価は１７.９４円と上が

っておりまして、物価高騰の状況もある中、
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どれぐらいの単価になるのか想定がしづ

らい状況でございます。 

 続きまして、広報紙の改善点等につきま

して、令和４年度におきましては、担当職

員が目標設定にも取り入れて、意識的に広

報紙のデザインや見栄え、レイアウトなど、

皆さんから興味を持っていただける紙面

作りに取り組んでまいりました。 

 今回の８５．９％という満足度でござい

ます。広報紙の作成自体、なかなか評価が

分かりにくい業務となっておりますけれ

ども、担当職員の努力が実りまして、８月

号広報紙の表紙では、全国広報コンクール

入選を果たすとともに、今回の満足度向上

につながっているかと考えております。 

 また、今後につきましては、当たり前の

ことにはなるんですけれども、分かりやす

く、いかに見てもらえるかの目的意識をし

っかりと持ち続けていくことによって、さ

らなる満足度の向上にもつながっていく

と考えております。 

 続きまして、質問番号８番目のシティプ

ロモーションに関するご質問でございま

す。 

 摂津市の魅力でございます。まず、シテ

ィプロモーションの推進に当たりまして

は、住み続けたいまちと思っていただくと

ともに、市外の方に本市を魅力あるまちと

して認知していただき、多くの方が訪れた

い、住んでみたいと思っていただけること

を目的に取り組んでおります。 

 ただし、摂津市は近隣他市に比べまして、

実際認知度は低いと感じております。摂津

市シティプロモーション戦略におきまし

ても、市外住民が摂津市を知るきっかけや、

摂津市に来訪する動機をどのように作る

かを課題として挙げておりまして、私自身

は、まずは摂津市を知っていただけること

を主眼に事業展開を行っております。 

 次に、本市の魅力でございます。場所で

申し上げますと、新幹線の鳥飼車両基地や

阪急電鉄正雀工場など、他市にはない魅力

がございます。 

 この点については、インスタグラムを通

じた魅力の発信等も行ってまいりました。 

 また、全国的に珍しい地域資源として、

大阪銘木団地がございます。 

 この地域資源を活用した大阪銘木イベ

ントへの事業補助などの取組も展開する

など、市の特色ある部分のＰＲと摂津市自

体の認知度を向上することが、まず取り組

んでいくことかと思っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ９番目、昨年度の

鳥飼まちづくりグランドデザインの周知

と、特に若い世代への周知をどのようにし

てやってきましたかとのご質問に対して、

お答えさせていただきます。 

 令和３年度に鳥飼まちづくりグランド

デザイン策定委員会からの答申を受けて、

鳥飼地域のまちづくりのビジョンを示し

た鳥飼まちづくりグランドデザイン冊子

の作成及び配布や、鳥飼まちづくりグラン

ドデザインの説明会の実施を行っており

ます。説明会では、現在の鳥飼地域の状況

や、特に水害に対しての鳥飼地域が抱えて

いる課題などを踏まえて、今後の鳥飼地域

におけるまちづくりの方向性を説明させ

ていただき、説明会でいただいたご意見の

整理を行い、今後の進め方について共有さ

せていただいております。 

 また、鳥飼まちづくりグランドデザイン

を多くの若い世代の方に知ってもらうた

めに、せんだん公園でのイベントや、ＰＴ

Ａ大会で開催された防災マルシェや、摂津
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ふれあいマラソン大会にて、鳥飼まちづく

りグランドデザインのＰＲの実施をして

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口副理事。 

○溝口総合行政委員会副理事 それでは、

質問番号１０番、監査委員事務局に対して

のご質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目でございますが、行政監査に

ついてのご質問でございます。 

 行政監査につきましては、事務事業の適

正な執行を確保するために必要に応じて

行政運営上の課題などのテーマを選定い

たしまして、監査を実施するものと地方自

治法においても規定されております。 

 令和４年度と令和５年度の２か年にか

けまして、報償費の支払い事務について選

定させていただいております。 

 この選定した背景でございます。報償費

につきましては、いわゆる市民対象の講演

会であったり、職員対象の研修会等の講師

への謝礼であったり、また、事業協力に対

する謝礼などの提供を受けた役務への対

価を支払うものでございます。 

 報償費につきましては、円滑な事業執行

に役立つ一方で、物品の購入や請負等の契

約行為とは、性格が異なるものでございま

すので、基準が乏しいこともございます。 

 また、謝礼の性質上、競争性が働きにく

い、金額も担当課の裁量で決められること

もございます。 

 そのような状況を踏まえまして、今回、

報償費の支払いにつきまして、法令に適合

し、正確で最少の経費で最大の効果を上げ

ているかの検証を行いまして、合理化に努

めることを目的として、行政監査を実施さ

せていただいたところです。 

 もう１点、着眼点といたしましては、支

出金額の根拠となる基準を定めているか、

また、その支出金額は適正かどうか。２点

目といたしましては、基準がもしない場合、

支出決定はどのような手続を経て行われ

ているか。最後に３点目といたしましては、

報償費が支出科目として適切か、そのよう

な着眼点で監査をしておおります。 

 ２点目の監査委員事務局職員が、感性を

磨くためにどのような資質向上を行って

いるかのご質問でございます。 

 監査事務局職員には、非常に幅広い能力

が求められるものと考えております。 

 監査の役割といたしましては、市の財務

や事務事業の執行等が法令に適合し、正確

であるか、また行財政運営が効率的かつ効

果的に行われているかとの観点から、常に

確認、検証するといったことを、役割とし

て担っておるものと考えております。 

 また、昨年の４月に新しく石川代表監査

委員が就任されましたけれども、代表監査

委員が常々言っておられる監査の視点と

いたしまして、大きく２点を言っておられ

ます。「市民目線に立った監査を実施する

こと」、もう１点は「市役所の中の常識が

社会や市民の目から見て非常識になって

いないか」といった視点が大事だというこ

とです。そのようなことを事務局職員とし

ても、非常に意識をしながら、監査を実施

させていただいております。 

 当然、法令であったり、そのような求め

る能力は当然身につけないといけません

が、それ以外に市全体の課題であったり、

政策、または施策等の把握、また国や社会

の動向にもアンテナを張る必要があると

思っております。 

 研修期間においての専門研修は当然で

すけれども、職場の中での自己啓発といい

ますか、他の経験豊富な職員から学び、気
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づきもございます。そのような個人の自己

啓発はもちろんですけれども、チームとし

て、組織として、いろいろな気づきを得な

がら、他の職員からのアドバイスをもらい

ながら、能力向上に努めているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 林副理事。 

○林消防本部副理事 それでは、質問番号

１１番のご質問にお答えいたします。 

 業務選定に係るプロポーザルにつきま

しては、協議会事務局の吹田市のガイドラ

インに沿った実施要領により実施いたし

ました。 

 多くの事業者が応札可能となりますよ

う、５市で定めました整備構想を基に、全

指令台メーカー５社に対して、技術情報の

提供依頼ＲＦＩと意見招請ＲＦＣにより、

調達仕様書案を開示しまして、実現困難と

の回答があった機能等について、削除や公

平性に配慮した書きぶりといたしました。 

 たまたま政令市の消防や警察と同様の

システム構築と重なったこともありまし

て、当初５社のエントリーを想定しており

ましたけれども、結果２社の参加でござい

ました。 

 業者選定に当たりまして、重要視しまし

た項目といたしましては、指令業務の迅速

性、確実性、効率性など、システムの機能

について、現行指令システムからの安全な

移行について、保守体制についての三つが

主な項目でございます。 

 当然ながら、これらの項目の配点は高く

設定しておりました。 

 評価項目の一つとして、価格も設定して

おりましたけれども、価格点の差はごくわ

ずかなものでありました。 

 結果としまして、金額ではなく、消防が

求めるシステムの機能、システムの移行や

万一のケースにおける対応について、より

消防の思惑とマッチした提案を行いまし

た日本電気株式会社が契約候補事業者と

して選出されまして、契約に至ったもので

ございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小西課長。 

○小西警防第二課長 それでは、質問番号

１２番、はしご車の出動件数につきまして、

お答えいたします。 

 令和４年度のはしご車の出動件数につ

きましては６件でございました。 

 内訳といたしまして、火災出動が３件、 

火災指令で出動したものの火災ではなか

ったため、警戒出動に変更しているものが

３件でございました。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原救急救命課長 それでは、質問番

号１３番と１４番のご質問にお答えいた

します。 

 まず、救急車の現場到着時間の増加によ

る対策についてでございます。 

 指令センターが１１９番を受信し、救急

出動指令が予告から本指令がかかる中で、

救急隊員は、感染防止衣やＮ９５マスクな

どを装備しまして、迅速に出動しておりま

す。救急車の現場滞在時間の平均時間や、

救急車１件当たりの覚知から帰署までの

平均活動時間は、年々延長しておりまして、

ここ３年はさらに延長している状況でご

ざいます。 

 これは、新型コロナウイルスの影響のた

め、２次医療機関の受入逼迫による病院問

合せ回数の増加や、保健所の病院選定調整

による時間延長によるもの、また、発熱、

倦怠感、せきを伴い、新型コロナウイルス
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を疑う症状がある場合などを含め、病院受

入れに時間を要したことによるものと考

察しております。 

 対策といたしましては、病院問合せ時の

救急病院の受入態勢も大きく影響いたし

ますけれども、２次医療機関との連携強化

や救急隊による適切な病院選定、迅速な病

院連絡を行い、救急活動時間の短縮に努め

てまいります。 

 続きまして、１４番のご質問です。令和

４年度新型コロナウイルス感染拡大時の

救急対応についてだと思います。令和４年

度の新型コロナウイルス感染拡大時の救

急隊の感染防止につきましては、救急出動

全件に対して、感染防止衣上下、Ｎ９５マ

スク、ゴーグル、手袋を装備して対応する

とともに、庁舎内での不織布のサージカル

マスクの装着やパーティションの設置、職

員間のソーシャルディスタンスや黙食な

ど、可能な限りの感染防止を行ったことで、

救急活動や勤務においての感染や職員間

の感染はなかったものと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 それでは、２回目の質

問をさせていただきます。 

 まず、労働安全衛生事業、３０日以上、

９０日以上、残念ながら休職をしている職

員の割合は、少し数字にばらつきはあると

はいえ、増加傾向にあると感じたところで

す。 

 こういう状況を受けて、昨日の質問の中

でも、いろいろな方向性を、本当いろいろ

とご苦労されて、見出しておられることに

ついてよく分かったところです。昨日、塚

本委員が提案されておられました。部下の

健康面を上司が気遣うことについて、評価

項目にしてはどうかとの話があったと思

います。これは非常に、的を射た提案だと

私も感じたところです。そこについては期

待ができると感じています。 

 違う視点で、今日は提案をしたいと思っ

ています。残念ながら、摂津市におきまし

ても、税金の誤還付であるとか、事務ミス

で大きなものが続きました。 

 その中で、職員間、それぞれの部署の横

の連携ができているのかとのお話もあり

ました。組織だけではなく、職員間の仕事

だけではないつながりが、いかに保てるの

かが、今、問われていると思っています。 

 そういう視点で言うと、今まででありま

したら、職員の皆さんが仕事以外で交流を

深める機会が、今よりもあった気がしてい

ます。 

 例えば、同じ趣味を持った人たちが集ま

ったり、あるいはスポーツをしたり、そう

いったつながりが、私は大きかったと思っ

ています。 

 その中で、仕事以外で人間関係ができ、

そのことが、実は仕事の中でも生かされる。

それぞれ違う職場にいるんだけれども、お

互い、何かアドバイスをし合ったり、何か

少し気づきをもらうことにつながると思

っています。 

 そういった活動については、今、恐らく

世の中的にはどうなのかという視点もあ

ると思っています。しかし摂津市が置かれ

ている状況を考えると仕事を超えて、職員

の皆さん個々がつながっていくところを

いかに意識して、何ができるのかが非常に

大きいと思っています。ぜひそういった視

点から、いろいろと提案していただきたい。

要望として申し上げておきます。 

 ２番目、新規採用職員の研修です。 

 いろいろな取組をされていると思いま

した。 
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 一つは、もちろん事務の能力を上げない

といけないわけですから、そういった観点

からの研修もあります。また、公務員とし

ての倫理をしっかりと持たないかんとこ

ろもあると思っています。それはそれでし

っかりと進めていただきたい。併せて大事

なのは、新しく入ってきた職員の方が、モ

チベーションをしっかりと保って、さらに

上げていく研修も必要だと思っています。

その点についてお聞かせください。 

 続いて、職員体制です。一番多かったと

き、大体８７０名で、それからずっと減ら

してきて、ここ数年は少し増加傾向と思っ

ております。 

 森山市長が就任をされ、最初に打ち出さ

れた方針として、現業職については、不補

充という方向性を示されました。事務職に

ついては、４割は不補充との方針を示され

ました。 

 その結果、適正な数がだんだんと見えて

きたと思っています。恐らくこの方策を示

された当初は、人員として、だぶつきがあ

った。一つ一つの事務を見るに当たって、

この事務を遂行していくためには、これだ

けの人員が必要だと、しっかりと精査をし

ていって積み上げていった数に恐らく近

づいていったと思っています。 

 一方で、特に現業職を、不補充とした結

果、なかなか技術の継承が進まないといっ

たことも課題として、挙げられてきました。 

 私も、以前、文教上下水道常任委員会に

おりました。特に水道事業においては、技

術の継承がままならないということも、課

題としてずっと示されてきました。 

 そういうことを考えると、方策としては、

今後、ある程度人員について、今より増や

していく方策も、示していいのかと思って

います。その点について、今、何か具体的

な方策があるのか、お聞かせください。 

 次に、職員提案です。職員提案が、実際

にされない要因についてもお聞かせいた

だきました。 

 職員提案がなかなかなされないことに

ついては、先ほどの指摘でもかぶるんです

けれども、職員個々のつながりも関わって

いるような気がしています。 

 つまり、これだというひらめきが起きる

ときは、得てして自分一人ではなく、誰か

といろいろ話をしているときに、何か気づ

きがあって、そうだなとひらめきが起きて

くるものだと感じています。 

 職員の皆さんが、今以上に、もっとつな

がりを持って、いろいろと仕事を超えて交

流をしていくことが増えてくると、いろい

ろな気づきがあって、それが職員提案にも

つながってくると思っています。職員提案

の数は、そういったものを測る一つのバロ

メーターだと捉えていただきたい。実際に、

この職員提案制度はすばらしいものだと

思っています。 

 今までは、事務事業評価の中で一つの評

価項目としても設定をされておられまし

た。また、お聞きをしておりますと、人事

評価の中でも、職員提案をどれだけしたの

かと問われていたのをお聞きしておりま

す。 

 どういった形がいいのか分かりません。

ぜひ、人事課としても、職員提案が出され

る職場づくりにしっかり取り組んでいた

だきたい。要望として申し上げておきます。 

 続きまして、ＤＶ防止ネットワーク会議

です。今、答弁を聞かせいただきまして、

安心したところはございます。 

 何が心配だったかというと、１回だけの

会議であるならば、いろいろなケースに、

個別に対応できているのかが一つ心配で
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ありました。 

 恐らく、ＤＶ防止ネットワーク会議を開

くことによって、方針を確認されて、それ

に基づいて、具体的な対応は、個別のケー

ス会議で、検討していくと思いました。し

っかりやっていただきたいのが一つと、Ｄ

Ｖが、児童虐待、高齢者虐待とも密接に関

連をしていると思っていますので、そうい

う視点も要ると思っていました。 

 先ほどの答弁をお聞かせいただくと、庁

内でも、１５の関係部署と話があったと思

います。そういった視点からも出されてい

るとよく理解できました。引き続きしっか

りと、取り組んでいただきたい。要望とし

て申し上げておきます。 

 それから、核兵器禁止条約の早期締結に

向けた署名活動です。きっかけといったも

のが、摂津市の市長が、平和首長会議に加

盟され、そこが一つの大きなきっかけとい

う意図がよく分かりました。 

 署名活動自体は大変にすばらしいこと

で、いろいろご努力をされていると思って

います。 

 一方、お分かりいただきたいのは、実は

この間の議会で、議会議案として、この核

兵器禁止条約にまつわる意見書が採択を

されました。どういった内容かと言います

と、核兵器禁止条約の第二回の締約国会議

に、オブザーバーとして参加を求める意見

書です。 

 この核兵器禁止条約は、大変すばらしい

ものだとは思っています。しかし、今の世

界情勢を見たとき、我が国がこの条約に批

准していくことについては、様々な意見も

あることを分かっといていただきたい。 

 人権女性政策課が、いろんな団体と協力

して、署名活動をされているときには、よ

り多くの皆さんが、そうだと思っていただ

けるようなものを掲げて、やっていただく

ことが、大事だと思っております。ぜひそ

ういったことは、今後に議題として、上げ

ていただいきたいと、要望として申し上げ

ておきます。 

 それと、事務報告書を拝見しております

と、いろいろな取組をされておられます。 

 その中で、気になっているのが、人権問

題のことです。この中で、拉致問題のこと

が出てきていません。 

 私は、今、我が国がまず解決すべき人権

問題は、この問題だと思っています。 

 こういった問題にもしっかりと目を向

けていただいて、具体的に取り組んでいた

だきたいことを強く要望として申し上げ

ておきます。 

 人権女性政策課は、２点とも要望です。 

○三好義治委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５７分 休憩） 

（午後 ０時５８分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 続いて、広報課です。 

広報紙について、大変よくなったと感じ

ています。一番何を感じているかと言いま

すと、この広報紙を拝見して、いろいろと

人の顔が見える、いろんな活動がよく分か

るところが、非常によくなった点だと感じ

ています。 

 かつては、広報担当が、秘書課にありま

した。広報課を設置されたとき、市政運営

の基本方針の中にもうたわれたわけです。 

広報課を新設しますといったことが、市民

が元気に活動するまちのところに載って

おりました。 

 摂津市においては、市民の方が生き生き

と活動するまちだと、そのことをしっかり

と市民の皆さんにも、また市外に向けても、
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お知らせをしていくところに主眼を置か

れたからこそ、そこに盛り込まれたと理解

をしています。 

 さらに、要望するならば、広報紙を拝見

しておりますと、非常に写真も多いですし、

よく活動している様子が手に取るように

分かります。 

 一方、いろいろ公民館等で募集をしたり、

参加を促すところについては、残念ながら

活動している様子がなかなか分からない

こともあると思います。 

 広報紙１０月号を拝見しておりますと、

ＪＲ千里丘駅での清掃活動に参加してく

ださいと呼びかけをしております。ただ、

初めて参加される方が、これだけを見てな

かなか参加をしようと思えるか。 

 その様子が分かるような写真があって、

これならば、初めて行っても行けるといっ

た安心感があれば、その一歩につながると

思っています。 

 そこに一歩踏み出していただく、さらに

その次となっていくのかも分かりません

し、ぜひそういった視点で見ていただきた

い。広報紙の中で、全ての写真を盛り込ん

でいくことは無理だと思います。そこは、

多くの皆さんがスマホをお持ちなので、例

えばＱＲコードを載せるなどの工夫をし

ていただき、より市民の皆さんが参加、参

画をしていく、そういう機運の醸成に向け

て、しっかりと取り組んでいただきたい。 

 そういったことがより改善されていく

と、広報せっつでの情報提供で満足だと言

われる方の割合も増えていくと思ってお

ります。ぜひ期待をしておりますので、よ

ろしくお願いします。 

 シティプロモーションについて、要望と

して申し上げておきます。摂津市にはいろ

んな魅力が、まだまだあると思っています。 

 大真面目な話をしますと、大阪府、さら

には阪神地区に住んでいる人において、住

んでいる人の中で、非常に生活の中で大き

なウエートを占めていると思うのは、プロ

野球の阪神タイガースだと思っています。 

 福渡副市長からしてみたら、恐らくそこ

までかとの感覚をお持ちなのかと思って

います。 

 我々からすると、ずっと大阪府内に住ん

でおりますので、当たり前に感じています。

そうしたら、摂津市とタイガースとの接点

はないかと言ったらあります。 

 阪神タイガースは、野球の技術を上げた

いと思っている小学生、中学生に、野球を

指導するベースボールアカデミーを開催

していただいています。そのベースボール

アカデミーは、ほとんど兵庫県でなされて

おりますが、実は大阪府で、ただ唯一摂津

市だけ今開講していただいております。 

 ４月から箕面市も開設されるみたいな

ので、オンリーワンと言えなくなってくる

のかもしれないです。タイガースタウンと

言えないまでも、タイガースアカデミータ

ウンと言えるわけです。 

 今年は、セントラルリーグで優勝して、

多くの皆さんが喜ばれた。ベースボールア

カデミーの子どもたち、保護者、また多く

の市民の皆さんが一緒に、何か喜び合って

いる姿が出てきたりしたら、また一つ違っ

ただろうと思います。今、摂津市のスポー

ツ振興に関わるところでも、ＳＳＫの協力

をいただきながらいろいろとやっている

わけです。そういったご協力もいただきな

がら、タイガースアカデミータウンだとも

っと知らしめていく、間違いなく摂津市の

魅力向上、イメージアップにつながると思

っています。ぜひそういった視点も持って

いただきたい。 
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 また、今週末には、高校駅伝、大阪府大

会が開かれます。恐らく、女子の部で薫英

学院が優勝されると思っています。大阪府

の大会を勝ち抜くと、全国大会でも上位争

いされるだろうと思います。 

 陸上の強豪の学校が、この摂津市にある

わけです。毎年２月に、ふれあいマラソン

を開催いただいております。できたらそこ

で走ってもらいたい。 

 走ってもらうだけではなく、その後に、

多くの小学生、中学生が、このマラソン大

会に参加してくれているので、全国で活躍

した選手が、子どもたちに何か少しでも、

アドバイスをしてくれるとか、指導してく

れることがあれば、魅力だと思います。 

 このマラソン大会には、摂津市民の方だ

けではなくて、市外からもたくさん来られ

るわけです。まさに対外的なＰＲになって

いくわけで、これこそシティプロモーショ

ンだと思っています。 

 いろんな魅力が、このまちでまだまだあ

るので、ぜひそういった視点で見つけてい

ただきたい。 

 例として挙げさせていただきましたけ

れども、摂津市の魅力をまずは皆さん方が

感じていただいて、それを市内の皆さんに

もＰＲをしながら、今後より充実したシテ

ィプロモーションを期待しておりますの

で、よろしくお願いします。 

 続きまして、鳥飼のまちづくりにつきま

しても、要望とさせていただきます。なぜ

この質問をさせていただいているかと言

いますと、昨年に実は、摂津市のＰＴＡか

ら要請がございました。 

 今、私は第二中学校のＰＴＡの役員をさ

せていただいております。このグランドデ

ザインの会議のときに、比較的若年層の皆

さんの意見を聴きたいから、それぞれの単

位ＰＴＡからもお二人参加してくれない

かと話がありました。 

 その中で、若い人の意見も聴きたいとい

ったことがあったので、私は参加をして、

もう一人の方にお願いをして、行っていた

だきました。 

 てっきりＰＴＡから声がかかってきた

人だけが、一つの部屋に集まって、そうい

った人たちだけの場で、いろいろと意見を

述べる機会なのかと思っていました。 

 実際に行ってみると、そうではなくて、

全体の中で、我々も参加をしていました。

これまでずっと参加をしていただいた皆

さんが意見を言ったり、あるいはこれまで

鳥飼のまちづくりの中で、本当にご苦労い

ただいた方が、意見をされておられたわけ

です。 

 私が直接聞いたのは、なかなかあのよう

な場で意見を述べれない。本当に自分が意

見を言ってもいいのかと、気後れしたとい

うことをお聞きしました。 

 これから、このグランドデザインを進め

ていくに当たって、４０代、５０代の方か

ら、いろいろとご意見もお聴きいただき、

市民の皆さんの協力をいただくのであれ

ば、より意見を言いやすい雰囲気づくりが

大事だと思っております。例えば、ＰＴＡ

で、いろいろ会議もしているわけです。そ

ういったとこで、時間をいただけませんか

と投げかけをして、直接足を運ぶとか、そ

ういった工夫も要ると思っています。 

 工夫というか努力はしていただいてい

ると認識はしております。さらに効果的な

意見の吸い上げ、意見を言いやすい雰囲気

づくりを、工夫していただきたい。要望と

して、申し上げておきます。 

 続きまして、定期監査、行政監査のとこ

ろです。行政監査について、令和４年度、
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令和５年度報償費の支払い事務に関わる

監査について、なぜそういった項目を選ば

れたのかについて、ご説明いただきました。

よく分かりました。 

 確かに基準があるのかどうか、あるいは、

報償費についても妥当なものなのかにつ

いて、しっかりと監査をしていく。監査の

立場から、チェックしていくことは、大事

だと思っております。非常に安心をしたと

ころでございます。 

 監査に当たる、職員の資質向上で、具体

的に見て、お知らせをいただいたと思って

おります。 

 一つは、市民の視点に立っているのか。

もう一つは、市役所の常識が、本当に妥当

なものなのかの視点で見ていくべきだと

のお話をいただきました。 

 私も１年だけ、監査委員として担わせて

いただきました。そのときに、本当に思っ

たのは、それぞれの担当課が、いろんな事

務をしています。その中で、どの事務を抽

出して、どこの書類を、求めていくのかは、

非常に経験も要ると改めて感じました。 

 少しピントがずれてしまうと、本来でき

るはずの改善策の提言ができなくなって

いくわけです。監査に当たっていただく皆

さんの役割は大きいものがあります。求め

られる感性は、独特な感性が要ると思って

おります。 

 これは摂津市だけではなくて、恐らく近

隣の監査委員の皆さんも、いろんな課題を

感じておられると思います。そういった横

の連携もしっかり大事にして、よりよいも

のを作り上げていただきたい。要望として

申し上げておきます。 

 それから、消防についてです。まず１点

目に、指令業務のプロポーザルにつきまし

て、お聞かせいただきました。ありがとう

ございます。 

 残念ながら、２社しか参加されなかった

とのことです。金額だけではなく、実際に

システムを運用するに当たっての問題に

しっかりと視点を当てていただいたこと

は、非常に大きなことだと思っております。 

 これまで５市それぞれのシステムを使

っていたと思います。スムーズに、移行が

進んでいきますように、担当課としても、

しっかりと今後、見守っていただきたい。

要望として申し上げておきます。 

 ２点目のはしご車の出動の件につきま

して、具体的な数字もお聞かせいただきま

した。実際の火災では、令和４年度３件の

出動であったとのことです。 

 この３件が、どうなのかは、しっかりと

見ていくべきだと思っております。 

 摂津市で３件でした。今後、指令業務を

一元化していく、５市の状況です。他市に

おいて、どの程度、同種類の車両が出動し

ているのか。もし少ないのであれば、摂津

市単独ではなくて、広域的にどれだけの台

数を保有すればできるのか。指令業務を５

市で運用していただきますけれども、これ

にとどまることなく、可能であるならば、

いろいろな事務を広域的にやっていくこ

とで、財政的な面でもメリットがあるでし

ょうし、本当にそのことによって、市民の

安心・安全を守れるのであれば、一つの選

択肢として、検討していただきたい。 

 一方、摂津市単独で、はしご車があるこ

とが、ひょっとすると市民の皆さんの安心

につながっているかも分からないです。そ

こはなかなか測りにくいところがありま

すが、そういった視点も大切に、今後の消

防の在り方を探っていただきたい。要望と

して申し上げておきます。 

 それから、１１９番を受信されてから、
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現場への時間についても年々伸びている

中で、今回、コロナの対応があったからさ

らに増えているとお話をいただきました。 

 昨日の塚本委員の質問とかぶってくる

のですが、軽症者の方には、直接１１９番

をかけるのではなく、＃７１１９にかけて

いただくことをどれだけ粘り強く、啓発で

きるのかだと思っております。これも、摂

津市だけでやっているわけではないと思

います。 

 他市でも同じような課題を抱えている

中、様々工夫をして、啓発活動に当たって

いただいていると思います。啓発効果があ

ったこと、いろいろな課題等が見えてきて

いると思います。ぜひこれも横の連携の中

で、よりよい啓発を探っていただきたい。

そのことを一つの指標として、１１９番を

覚知してから現場に行くまでの時間帯を

しっかり捉え、その効果を探っていただき

たい。要望として申し上げておきます。 

 それから、コロナ禍においても、本当に

いろいろと工夫をして業務に当たってい

ただいたと改めて感じているところです。

何かお話を聞いていますと、職員間での感

染はなかったけれども、職員の家族が、コ

ロナにかかられたことによって、休まざる

を得ない状況があったとお聞きしており

ます。 

 その結果、相当数の職員が休まざるを得

なくなって、現場は工夫をしながら、本当

にご努力いただいてきた状況もお聞かせ

をいただきました。この経験は、今後必ず

生かされると思っています。 

 少し前ですけれども、本来、冬にはやる

はずのインフルエンザが、はやったとのこ

とがありました。今後、我々が生活する中

で、どのような感染症がはやるかも分から

ない。 

 そのときに、今回の経験は必ず生かされ

ると思っています。この体制が維持できる

工夫を重ねていただきたい。要望として申

し上げておきます。 

 ２回目は以上です。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、人事課におけ

ます２点ご質問にお答えいたします。 

 まず、質問番号２番、モチベーションの

向上ということでございます。 

 モチベーション向上について、研修で申

し上げますと、モチベーションが落ちやす

い５年目の職員について、職員意識改革研

修、モチベーション・仕事のスタイルとい

う研修を実施しております。 

 内容といたしましては、入庁から現在ま

でを振り返り、今の自分を知ることで、よ

りよい職場づくりや業務遂行、自己成長へ

とつながる知識、スキルを習得すること、

あと、受講者の上司から受講者には内密に

ポジティブなメッセージ、うれしいと思っ

てもらえるようなコメントを用意するも

のもございます。 

 研修の場を通じて、コミュニケーション

を図るものでございます。 

 ただ、これは、あくまできっかけでござ

います。部下のモチベーションを高めるの

は、当然、管理職の役割でございます。 

 昨日、参考行動例として答弁しておりま

すけれども、部下を育成する管理職の役割

についてしっかりと進めていきたいと思

っております。 

 続きまして、質問番号３番、職員数の問

いでございます。 

 最も少なかった平成２９年度、平成３０

年度と比較して、職員数が増加しているの

は、例えば、家庭児童相談課の体制強化に

伴う増員、千里丘駅西地区の開発、連続立
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体交差化推進に係る増員、こども園の保育

教諭、医療的ケア児対応の保健師の増員、

権限委譲などがあった課での増員等を行

っております。 

 ただ、無尽蔵に職員数を増やすことはで

きません。総人件費の問題もございます。

大前提として、職員のスキルアップが必要

であると考えています。日々の仕事で発揮

する能力の向上、日々の指導を所属長がし

っかりと行うことが全体の底上げにつな

がってまいります。 

 なお、採用の人数につきましては、１回

目に答弁させていただいておりますが、そ

の年の採用人数を決定するに当たりまし

ては、市役所から退職する人数と、あと業

務に伴う増減、あと育休関係を基に、募集

をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 最後は、要望にします。

まず、新規採用職員の研修に絡めて、モチ

ベーションをいかに上げていくのかです。

５年目の職員、一度これぐらいの時期にモ

チベーションが下がってくるとの話で、そ

のこと自体はそうだと思っています。 

 ただ、１年目入ってきて、その１年間に

辞めていく職員がいるかといえばいると

思います。それを考えると、最初に、どれ

だけモチベーションを高められるかは、非

常に大事だと思っています。 

 そういう視点に立ちますと、私は、松下

幸之助翁の言葉が非常に響いています。 

 何かといいますと、松下幸之助翁が、松

下政経塾の塾生に向かっていろんな言葉

を発しています。その一つで、「あんな、

君らな、君たちは塾生であり塾長なんや」

と表現されたそうです。 

 少し分かりにくいと思うのですが、塾生

の皆さんも最初分からなかったそうです。

それが、いろいろとカリキュラムをこなし

て、松下さんのお話を直接聞いているうち

に、なるほどと思ってきたと。 

 どういうことかと言うと、間違いなく塾

生であるわけです。だから、素直にいろん

な学びを吸収し、謙虚な気持ちと素直な気

持ちが大事だと、併せて、君ら塾長なんや

とはどういうことかというと、この塾を背

負っていくぐらいの気概を持てと松下幸

之助は伝えたかったらしいです。 

 ぜひ、新しく入った職員の皆さんに、そ

のような言葉を投げていただきたい。 

 新しく入ってくるので、何も分からない

わけです。素直に学んで、しっかりと公務

員としての自覚を持つ。これは、当然の話

で大前提です。俺がこの業務を背負ってい

くという気概を持ってほしいと思います。 

 それを持てたならば、今、話をしてきた、

給食の話だったり、いろんなことがありま

すが、最後は、そこに行き着くと思ってい

ます。そういった研修もお願いしたい。要

望として申し上げておきます。 

 職員体制では、少し例外的なところもあ

るとの話がであったのかと思います。 

 ただ、１回目にも申し上げましたけれど

も、摂津市の職員について、人材がダブつ

いているのではないかとのことで、ずっと

減らしてきた経緯がありました。 

 大きな方針があって、一つ一つの業務を

見ていったときに、この業務はこれぐらい

の人員が要るとはじき出して、それを足し

ていった数字ではなかったわけです。そこ

をしっかりと持つべき時期に来ていると

思います。ぜひ、定員数を割り出していた

だきたい。一方、若干の余裕がないとしん

どいところもありますので、そういった視

点で定数管理についても、お願いしたい。
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要望として申し上げて終わります。 

○三好義治委員長 嶋野委員の質問が終

わりました。 

 次に、野口委員。 

○野口博委員 ３点、要望としてご意見だ

け申し上げておきます。 

 一つは、人事問題です。 

職場環境について、いろんな議論をされ

ました。決算概要４０ページ以降、その予

算が計上されております。 

令和４年度は、前年度に３歳児死亡事件

がありました。令和２年度末の３月末に、

いろんな不祥事の問題を受けて、第三者委

員会の答申が出されました。最初の問題を

受けて、令和３年１月に、この委員会の報

告書もまとめられました。それを受けて、

令和３年度に、副市長も二人制として、い

ろいろな仕事の分担もしました。 

職場に関係する問題では、令和４年３月

に、コンプライアンス基本方針をつくり、

職場環境を改善するため、いろんな取組を

行ってきたことが分かるわけであります。

そんな中、セクハラ問題が出てきた、この

間の取組は何であったのかと思うわけで

す。 

 先ほどありました、休職で３０日以上と

か、９０日以上休みを取る方も結構いらっ

しゃる。職場全体がどうなっているのか大

変心配であります。 

 こうした問題の経過の中では、職員の非

正規化の問題とか、民営化の問題、そして、

人手不足や技術継承の問題などをきちん

と指摘をしながら、適正な職員配置を行う

べきという立場から、いろんな意見を申し

上げてきました。今回、セクハラ問題を受

けて、ＰＴチームが立上げになります。設

置の問題についても、指摘をさせていただ

きました。 

 先ほど、市の職員数の話もありました。

部長も、ハラスメント防止宣言を行います。

こんな取組を行ってきて、頑張ってきたけ

ども、こういう数が示されており、大変心

配な状況にあります。 

 これをきちんと受け止めて、しっかりと

職場環境の改善を行っていくことが大事

であります。その土台は適正な人員配置と、

職員配置だと思っています。 

 歴史的には、平成１０年度に８７０人に

なりました。令和４年４月１日では、定数

管理上は６４４名、再任用の２７名も含め

て６７１名で、全体の５４.８％、非正規

職員、会計年度任用職員が５５２人で４５．

２％という職員構成になっております。数

年前から人数は増えてきており、現状、い

ろんな問題がある状況になっています。 

 各職場を回って見ておりますと、表面上

はなかなか分かりません。コロナ感染拡大

の下で、インターネットも普及する中で、

昔は、飲みにケーションみたいな職場のコ

ミュニケーションを図る環境がありまし

た。今そんな状況でもありません。なおさ

らコミュニケーションをつくる環境は、し

んどいと思います。まず、今申し上げたよ

うに、適正な職員数と職員配置が大事だと

思っています。改めてそういうことをきち

んと押さえていただいて、取り組んでいた

だきたいことを１点目の問題として申し

上げておきます。 

 ２点目は、平和施策の問題です。 

 決算概要５８ページに予算が計上され

ています。先ほども嶋野委員から質疑があ

りました。この間の内外情勢の変化を受け

て、改めて平和の取組が大事だと思ってい

ます。 

 昨年度も毎年の平和行進で、市長、議長

も含めてご挨拶をいただき、核廃絶問題へ
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の対応については、評価も高いわけであり

ます。 

 今の核廃絶問題では、来月、ニューヨー

クで感染拡大の下でできなかった締約国

会議の第２回目が行われます。 

 現在、核兵器禁止条約については、批准

した国が６８か国、署名されている国が９

２か国に達しております。 

 締約国会議に、オブザーバーとして参加

することの問題については、ヨーロッパ諸

国についても、参加しているわけです。 

 日本は、唯一の戦争被爆国でありますの

で、橋渡しをする意味でもきちっとオブザ

ーバーとして参加して、核廃止問題に取り

組むべきだとのご意見も出ております。そ

ういう点では、平和首長会議を通じて、日

本政府に対し、核兵器禁止条約を批准せよ

と求める、少なくとも、オブザーバー会議

に参加する、そんな運動が広がっています。 

 先日１０月１８日、１９日に、平和首長

会議の総会が姫路市で行われました。ここ

で、要請文を採択しています。日本政府が

オブザーバー参加することを求める要請

文であります。こういう動きもあります。 

 最近、取組を行っているかと思いますけ

ども、平和首長会議の動きとの協調性と言

いますか、ともに核廃止問題について、積

極的に発信してほしい。核廃絶問題に対し

ては、平和首長会議として、平和文化を根

づかしていこうと取り組んでおります。改

めて、この間の情勢を捉えていただいて、

よりこの問題について取り組んでいただ

きたいと、お願いしておきます。 

 ３点目であります。 

 消防関係であります。 

 事務報告書４０８ページに、消防職員数

が示されています。定数は１０３名であり

ますが、現在１０１名であります。 

 いつも議論をしておりますけれども、国

そのものが消防力の整備指針で、各地方自

治体に対して、機材や職員についても、こ

れだけ充足すべきだと、現状を捉えて内容

を報告しています。 

 こういう整備指針に基づいて、計画的に

職員増やしてほしい問題であります。 

 頂いた資料を見ますと、国が示した整備

指針では、職員数２３９名が必要でありま

す。 

 これに対して、今は１０１名であり、約

４２％の充足率であります。 

 これから、防災対策の問題でも、いろん

な火災だとか事故の問題でも、必要な職員

数を増やしていく課題は、重要だと思って

おります。 

 この間、救急部門を増やしました。改め

て、計画的にするにしても急いでいただき

たい。ぜひ、国との比較の問題について、

国の整備指針に早く近づける努力をして

いただきたいとお願いして、意見として申

し上げて終わります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 野口委員の質問が終

わりました。 

 次、安藤委員。 

○安藤薫委員 昨日も議論させていただ

きました、令和４年度の経常収支が赤字決

算となったことについてです。 

昨日は財務管理の問題でいろいろな問

題点の原因を究明した上での新しいルー

ルづくり、再発防止策についてご説明いた

だきました。 

 そのご説明の中にもありました。新しく

つくられたルール、再発防止策を徹底して

いくことはもちろんのことであり、その根

底にある職員一人一人、それぞれの組織の

一つ一つの意識改革が非常に重要です。コ
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ミュニケーションの話も先ほどからも何

度も出ております。コミュニケーション不

全という言葉が、今、摂津市の職場の中で、

第三者委員会の提言にも、コミュニケーシ

ョン不全が指摘されているわけです。 

 そういったところの不断の努力とか改

善をしていかなければいけないことが求

められていると示されています。 

 第２回定例会で、財務管理のミスによっ

て生じた歳入不足部分の繰上充用につい

ての専決報告の中で、そういった意識部分

についてもお話いただきました。 

 もちろんルールの見直し、それぞれの意

識改革を進めていただくことは重要です。

職員の定員管理等の問題に絡めて、業務の

集中する時期において、本当に相談できる

体制ができているのか。コミュニケーショ

ンはもちろんのことですけども、繁忙期に

おいて人事異動が行われたり、繁忙期なの

に人が不足していることが誰かに相談す

ることを阻害してしまっているのではな

いか。もしくは、軽微なミスを見落として

しまっているのではないか。そのような人

員、定員の問題からも検証してほしいと要

望しました。 

 前回の議会のときには、まだ検証してお

らないけども、そういった観点からも検証

して再発防止に努めたいと、副市長からも

ご答弁をいただいております。初めにこの

点について、意識改革の問題、コミュニケ

ーション不全の問題、そして、体制の問題

について、３点お聞きしておきます。 

 次に、政策推進課、パブリックコメント

についてお聞きします。 

 今日は政策推進課が出席されておりま

す。パブリックコメントの指針に照らして、

摂津市のパブリックコメントはどうなの

かをお聞きします。 

 令和４年度は、ホームページでも公表し

ていただいているように、五つの計画につ

いてのパブリックコメントが実施されて

います。 

 令和５年度は、現在行っている学校の適

正配置、適正規模の計画について、ちょう

ど今、パブリックコメント実施中でありま

す。初めに、令和４年度、それから令和５

年度の現段階で、何件のパブリックコメン

トが寄せられたのか、お聞かせください。 

 続いて、三つ目になります。 

 鳥飼グランドデザインについてです。 

 この件は、何度も各委員からもご質問が

あったかと思います。住民説明会には私も

できる限り参加をさせていただいており

ます。各委員から指摘されたように、人を

どうやって集めていくのか、それからいろ

んな年齢層や階層の方々に参加していた

だくことに非常に苦労されていると感じ

ております。 

 新在家でやられた説明会に参加したと

きに、比較的若い方のご意見を聴いて、そ

のとおりだと思ったことがありました。そ

の方は初めて参加された方です。 

 こういうことをやっていること自体、全

く知らなかったと、たまたま地域の問題に

熱心な自治会、老人クラブの方からこの地

域の問題だから来てほしいと声をかけら

れて、初めて参加されたようです。お願い

したいのは、来るか来ないかは、相手の問

題であって、少なくともこういうことをや

っていることは、分かるようにしてほしい

です。もちろん知らせる努力をしていない

とは言うてないですけども、知らせてほし

いです。知った上で、間が合えばぜひ参加

したい人は、きっとたくさんいるはずです。

そういった取組をしてほしいと要望され

て、本当にそうだと思いました。この周知
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方法について、どういう工夫をしていかな

ければならないか、今お考えになっている

ことを、お聞かせください。 

 もう一つ大事なことは、参加したいとか、

興味があるけどその日は時間が合わなく

て行けない方もいらっしゃるかと思いま

す。同時に、まだまだグランドデザインの

ことを知らない方も含めて、この地域の皆

さんが集まってこんな話し合いをしまし

たとか、こんな到達点になりましたという

ことを、報告してくださいと、度々要望し

てきました。 

 グランドデザインニュースとか、いろん

な場面でお届けができるようにしてほし

いと申し上げてきました。 

 そうしたら、通信、№１、№２と出して

いただきました。本当に積極的にやってい

く必要があると思っております。その点は

評価しながら、工夫しながらやっていただ

きたい。改めて、周知の方法をどうするの

か、お聞かせください。 

 グランドデザインのこれからの議論を

していく、施策をいろいろと煮詰めていく

上で、個別の問題です。例えば、学校施設

や防災の問題、鳥飼も広いですから、それ

ぞれの地域環境も違います。交通問題にし

かり、教育問題においても、グランドデザ

インだけでは計り知れないそれぞれの個

別の問題があります。 

 しかし、グランドデザインという大きな

枠の中で、これをどう前に進めていくのか

議論する際にグランドデザインと個別計

画との整合性をどう図るのか、庁内の中で、

それをどう連携していくのか。とても大事

な作業です。この作業をきちんとやった上

で住民説明会やワークショップに臨んで

いただきたい。市民の皆さんが集まって意

見を言ったけど、それはうちの部署ではな

くて、今日はどこどこの部署が来てないの

で伝えておきますという段階ではないと

私は思っています。その辺のお考えについ

て、これまでの経過、反省点も含めて、お

答えください。 

 次、人権女性政策課にお聞きします。 

 女性問題相談事業について、既に何人か

の委員からもご質問がありました。事務報

告書を見れば、令和２年度から令和４年度

にかけて、センターでの電話であったり、

来庁されたり、法律相談、それから、市役

所の人権女性政策課に直接来られたり、電

話をされる件数が報告されています。令和

２年度から令和４年度にかけて、全体とし

て大きく伸びているかと思います。 

 昨年度、困難な問題を抱える女性への支

援に関する法律、略して女性支援法が、令

和４年度に国会で成立しました。今、基本

方針を国が示され、都道府県では、計画を

立て、来年から施行されると思います。 

 そういう意味では、摂津市内の女性相談、

特にＤＶ問題は、こういった法律に照らし、

しっかりとした体制を取っていく必要が

あると思っています。 

 そこで、この間の女性相談の件数が伸び

てきている。それから、ＤＶ相談も伸びて

いる中で、相談員の体制、委託はされてい

るかと思うのですが、相談員の体制が十分

なのかどうか。それから、常設的な時間と

か曜日ではなくて、常設の相談所による体

制づくりを検討していかないといけない

のではないか。または、委託や会計年度任

用職員という非正規ではなく、正規職員で

きちんと対応していくべきものではない

のか。もちろん、一時的には都道府県で対

応していくものだとしても、一番身近な自

治体として、摂津市として対応していく必

要があります。令和４年度、いろいろな相
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談事がある中で、この新しい法律がつくら

れたことと照らして、振り返っていただい

て、その評価、今後のお考えがありました

らお答えいただきたい。 

 もう一件、人権女性政策課にお聞きしま

す。令和４年度に、生理の貧困問題が、社

会的にも大きく取り上げられました。 

 学校施設等にも、生理用品を配置する取

組をされたかと思います。あと、公民連携

でも紹介されていましたけども、市役所の

１階と６階の女性トイレに、生理用ナプキ

ンを無料提供サービスする実証実験をさ

れました。 

 学校施設等での配備や、このオイテルの

設置について、目的にかなった使われ方が

されていたのか、効果、運用について、教

えてください。 

 次に６点目、人事課にお聞きします。 

 人員のことについてです。決算概要４０

ページの会計年度任用職員任用事業があ

ります。 

 単純に、これだけ比較したら、数字の伸

びは、給与費は３％弱ぐらいの伸びで、会

計年度任用職員については、恐らく決算概

要の中には、各課で配置しておられますか

らここには入っていません。この任用事業

の中の数字だけ見ても１３％ほどの伸び

があります。 

 先ほど野口委員からも紹介されたよう

に、正規職員も少しずつ回復しつつはある

ものの、様々な業務をカバーするために、

会計年度任用職員への置き換えが依然続

いていると思います。その点で、正規と非

正規職員の採用問題、それから人数、比率

について、どう推移しているのかを改めて

お聞きしておきます。 

 ７点目、同じく人事課です。実務的な質

問になるのですが、同じく人事管理事業、

決算概要４０ページ、庶務事務システム構

築委託料、それから庶務事務システム保守

委託料の二つがあります。その目的、効果、

どのように図られたのかをお聞きします。 

 ８点目、広報課にお聞きします。 

 インターネット、広報紙で、いろいろな

情報を市民の皆さんにお伝えをするシテ

ィプロモーションという観点からも非常

に重要で、いろんな取組をしてらっしゃる

ことは、改めて評価しておきます。その中

で、決算書の雑入にあります広報せっつへ

の有料広告収入１０５万６，０００円と、

ホームページへの有料バナー収入が５０

万円となっております。 

 事務報告書を見ますと、広報せっつへの

有料広告は４８枠あって、１６社、それか

ら有料バナーについては、１年契約の５社

となっています。広報紙や、摂津市のホー

ムページに掲載される広告について、その

広告主とその流れについて、お聞きかせく

ださい。 

 それから、この間の推移を含め、令和３

年度、令和４年度、上昇傾向にあるのかど

うなのかを教えてください 

 最後、消防にお聞きしておきます。 

 これも、多くの議員から、関心を持って

質問がありました。令和４年度、コロナの

第７波、第８波と重症化は比較的弱かった

と言われています。しかし、感染者数が非

常に伸びていた時期でした。 

 昨日も、食料支援パックについて質問さ

せていただいて、自宅療養の方々の生活支

援は、非常によい取組だったと評価したと

ころであります。消防の皆さんは、本当に

感染リスクを負いながら、感染した発熱者

の方々を含め、命をつなぎ止めるための活

動をされていることに、改めて敬意を表し

たいと思います。 
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令和４年度は救急出場回数が５，７７３

件と、過去最多になったと報告をされてい

ます。コロナの影響だとも考えられますけ

ども、５類に移行した後の状況も含めて、

教えていただきたい。同時に、今、医療機

関がコロナ以降、病院の経営も含めて、非

常に深刻な状況に陥っていることが報道

などからもうかがい知れるわけです。そこ

で、摂津市内の２次医療機関、救急医療の

状況について、お聞かせください。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、質問番号１番

のうち、コミュニケーションに係る部分に

つきまして、お答えさせていただきます。 

 第三者委員会から提言を受けて、コンプ

ライアンスの基本方針、事務処理ミス報告

書、コンプライアンス研修、コンプライア

ンス推進本部、検討部会の設置、そして、

これからになりますけど、業務手順書の作

成といったことを行っています。本質的な

ことで申し上げますと、委員がおっしゃい

ますように、根底はコミュニケーションに

尽きると思います。 

 仕事を円滑に行う、コンプライアンスが

保たれる、良好な人間関係を構築する、こ

れら全てに共通するのはコミュニケーシ

ョンです。 

 課や係の中の業務は、必ず何かしらの連

携をしております。 

 課長は、課の中の因果性を係長に教示を

する、係長は、それを踏まえて、係の運営

を行う、これもコミュニケーションです。 

 コミュニケーションを図る研修、これを

例えば、課長級職員にするのは難しいもの

はあると思いますが、良好な職場環境の下

は、顔を合わせて、相手の表情を見ながら

話をしたり、少し様子がおかしいなと感じ

たりできるのもコミュニケーションであ

ります。 

 例えば、急に体調不良で休みを取るとな

った場合、基本的には所属長に電話で連絡

をします。これは、決裁権を持つ上司に直

接報告することと、メール等、文字での報

告の場合は気づかないまま始業を迎えて

しまう場合があるからです。 

 ただ、それ以上に、体調不良者の声だけ

でも電話で直接聞くことにより、コミュニ

ケーションを本質として、体調不良でお休

みをする相手の状況を少しでも把握をす

ることができます。こうしたこともコミュ

ニケーションであります。 

 当然、鍵となるのは明らかに所属長であ

り、係長であると思っております。 

 先ほど、健康診断の部分で答弁いたしま

しが、定刻より前に来る職員、ルールを守

れない職員がいたのは事実です。これも、

所属長が気づいて、注意をする、指導をす

る、これがコミュニケーションだと思って

います。嫌なことを言いにくい、苦手な人

がいる、これは、誰しもがあることだとは

思いますが、ハラスメントの関係がない限

り対応すべきであると考えています。 

 では、そもそもコミュニケーション能力

の向上をどうするのか。コミュニケーショ

ンの取り方の気づきは研修となります。最

も重要な日々のコミュニケーションの取

り方は、例えば、経験のある職員が部下に

対して、気づきを与える質問をする、これ

もコミュニケーションの一つであり、これ

は、当然ながら所属での職場環境、ＯＪＴ

になってきます。 

 と言いまして、先ほど申しました課長級

に、今からコミュニケーション研修などは

ございません。 

 ただ、コンプライアンス研修や、労務管
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理研修にコミュニケーションを取り入れ

たり、人事評価にコミュニケーション項目

を入れたりすることをしております。 

 いずれにいたしましても、所属長に対し

て、コミュニケーションの重要性を、今さ

らですけれども説明するなど、意識向上に

努めてまいります。 

 私からは以上です。 

○三好義治委員長 平井公室長。 

○平井市長公室長 それでは、一つ目のご

質問について、補足的にお答えさせていた

だきます。 

 先日も、本委員会で質疑があったことは

認識しております。 

 先般、不適切な財務管理による事務処理

ミスという重大案件があり、その再発防止

で、大きく分けて二つの取組をご報告させ

ていただきました。 

 一つ目は、財務管理の手法といいますか、

昨日、総務部長からご説明がありましたの

で、私からは、省略をさせていただきます。 

 ２点目としまして、先ほど安藤委員から

もありましたように、職員の意識改革、こ

れをどうしていくか、非常に重要な取組と

捉えております。その対応としまして、職

員が、主体性向上のために意識改革をして

いくことを、取り組んでいかなければなら

ないと捉えているところでございます。 

 具体的には、もう年数がたっておるんで

すけども、以前、今回と同様に、幾つかの

事務処理ミスがあり、平成２６年に業務執

行の適正化推進に関する基本方針が、定め

られております。 

 私も当時のことはよく存じてなかった

んですが、今回の件がありまして、改めて

いろいろ調べさせてもらいました。当時、

市で、相当な議論をして、こういった取組

方針を定められてございます。 

 平成２６年でしたので、年数もたってお

りますし、職員の入れ替わりもあったりと

か、先ほどの話じゃないですけども、年数

がたつと、意識が形骸化している状況にも

あったのかと考えております。改めて、今

回、平成２６年に定めたこの適正化方針を

徹底することを、我々は非常に重要だと考

えております。 

 その意識改革の具体的な中身としまし

て、六つの取組項目がございます。 

 少し紹介させていただきますと、一つ目

が管理監督職のマネジメント力の強化、二

つ目が職務職責の明確化、三つ目がチェッ

ク機能の充実と体制強化、四つ目が、本質

の理解につながる業務マニュアルの活用、

五つ目が庶務能力の向上、六つ目がＯＪＴ

活用による職員能力及びコミュニケーシ

ョン機会の向上、これらを取組項目として

定めております。これを改めて、現在の職

員全員に、意識をしていただくことで、今

後このようなミスがないように取り組ん

でいきたいと考えてございます。 

 あともう１点、体制の問題があるとのご

指摘だったかと思います。定員の問題につ

きましては、しっかり精査していくという

ことを、我々は考えております。これから

予算議論もありますので、そういった点も

含めて、来年度に向けて、今後、精査して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

２番です。 

 パブリックコメントにつきましてのご

質問であります。令和４年度からの実績で

ございますが、令和４年度については、５

件ございまして、順番に申し上げますと、

鳥飼まちづくりグランドデザイン、摂津市
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人権行政推進計画、摂津市文化振興計画、

都市安全確保拠点整備計画、摂津市営住宅

長寿命化計画がございました。 

 意見書の内訳としましては、鳥飼まちづ

くりグランドデザインが８件、人権行政推

進計画３９件、文化振興計画２件、都市安

全確保拠点整備計画ゼロ件、市営住宅の長

寿命化計画は１件、合計５０件となってお

ります。 

 令和５年度につきましては、現時点で５

件ございます。順番に申し上げますと、ま

ず、味生コミュニティセンターの基本構想

（案）、次に、摂津市下水道総合地震対策

計画（案）、摂津市災害廃棄物処理計画（案）、

都市計画マスタープラン（案）、鳥飼地域

における学校の適正規模・適正配置計画

（案）でございます。 

 現時点で、意見数の報告が上がっている

ものとしては、味生コミュニティセンター

基本計画（案）が８件、下水道総合地震対

策計画と災害廃棄物処理計画ともにゼロ

件でございます。その他については、まだ

現時点で報告はいただいておりません。 

○三好義治委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ３番目の質問に

お答えいたします。 

 まず、グランドデザインの周知や今後の

展開についてのお問いです。今年度は、居

住性向上エリアのＣエリア、企業と住民の

共存発展エリアについて、説明会を実施い

たしました。 

 田園エリアと人と物が集まるにぎわい

エリア、居住性向上エリアＢのエリアにつ

いても、順次説明会を開催し、今年度中に

全てのエリアで説明会を実施することと

なっております。 

 今後も、各エリアでの説明会を実施して

いくに当たりまして、様々な世代の方に、

グランドデザインを知ってもらい、説明会

に参加してもらうべく、市役所１階のデジ

タルサイネージや発券機広告への掲載を

行ったり、鳥飼グランドデザインの小冊子

を作成して、小・中学校の児童・生徒に配

布を行ったり、淀川わいわいガヤガヤ祭や、

大阪銘木フェスタ２０２３などのイベン

トでのグランドデザインの周知ＰＲを行

っております。今後も鳥飼地域で行われる

イベントなどにおいても、周知ＰＲを行っ

ていきたいと考えております。 

 また、オンラインでの説明会の実施や、

昨年度の課題を踏まえて、様々な世代の人

に知ってもらい、参加できるように努めて

まいりたいと思っております。 

 次に、庁内の横断体制についてです。鳥

飼グランドデザインは、行政経営戦略の地

域版であることから、鳥飼グランドデザイ

ンは鳥飼地域のまちづくりの方針、将来に

向けたまちづくりの課題解決に向けた取

組の方向性を示しております。５月には庁

内向けのグランドデザイン説明会の実施

を行い、また、庁内での鳥飼まちづくりグ

ランドデザインの認知度を上げる取組と

して、先ほど委員からもありましたグラン

ドデザイン通信の発行を行い、庁内への取

組状況の共有を図るなど、各課がグランド

デザインを我が事として取り組めるよう

に取り組んでおります。 

 次に、教育や交通、エリア全体に関わる

内容についてなんですけれども、グランド

デザインでは、全体で考えるものとして整

理しております。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインの住

民説明会では、地域のリスク、地域の現状

について、正しく理解していただくことに

力点を置いて説明させていただいており

ます。 
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 鳥飼まちづくりグランドデザインは、地

域活力を取り戻し、地域が活性化していく

将来像を共有し、その将来の実現に向けて、

住民などと行政が役割分担をして、対応し

ていくことを想定しております。 

 住民説明会は、複数回開催されることが

通常であることから、広くご意見をいただ

けるよう配慮していきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 人権女性政策課

に関わります２点のご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 １点目は、相談件数が伸びていることに

ついてのご質問であったかと思います。 

 平成３１年度より二人体制から３人体

制へと人数を増員させていただいており

ます。それに伴って、開室の日を週７日の

うち４日であったところを、週５日と、１

日増やしました。 

 また、就労されている方も相談がしやす

いように、第３、第４火曜日につきまして

は、午後９時まで相談時間を設けており、

また、土曜日に関しましても、開室とさせ

ていただいております。 

 平成３１年度から婦人相談員という位

置づけにしたことから、ＤＶ証明も、大阪

府の女性相談センターに行かずとも、こち

らの相談でお聞きした分に関しましては、

証明を発行することができております。 

 先ほど委員から正規職員とのお話もあ

ったかと思います。平成３１年度に二人か

ら３人体制にした経緯としましては、非常

勤職員、会計年度任用職員でありますこと

から、補助金が２分の１、人件費で出るこ

とから、３人体制に増やせました。 

 また、正規職員ではなく、専門性のある

分野ではあるかと思っておりますので、ス

キルアップも含め、非常勤職員の体制を取

らせていただいているところです。 

 まず、その非常勤職員でありますが、家

庭児童相談課の要対協の会議にも参加い

ただいていることと、あと、先ほど南野委

員からのご質問でありました大学のユー

スリーダーのゼミ、中学・高校の出前事業、

その分は婦人相談員に担っていただいて

いるところです。 

 続きまして、５番目の生理用品のご質問

にお答えさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響等で

経済的に困窮し、生理用品を買えない子ど

もたちの存在が社会問題となり、災害対策

用に備蓄していた生理用品の一部を活用

し、無料で配布する取組を令和３年７月よ

り市内の小・中学校をはじめ、高校、支援

学校、大学に配布、利用いただき、一定の

効果はあったかと思っています。 

 課題としまして、学校によりましては、

保健室にて必要枚数を渡している学校、ト

イレに設置している学校とあり、受け取り

にくいですとか、緊急時に利用しにくい等

についてのご意見もあろうかと思います。 

 一方で、保健室で渡している場合は、養

護教諭とのつながりができているという

メリットがあるかと思い、学校の実情に応

じて対応しているところです。 

 学校以外の庁内の配布としましては、生

活の様々なお困り事をお聞きし、必要に応

じて災害対策用に備蓄していた生理用品

の一部をウィズせっつ、また、生活困窮の

窓口でも、配布していただいています。 

 先ほど安藤委員からもお話があったと

は思いますが、官民の連携による継続的な

支援として、オイテル株式会社と令和４年

７月に連携協定を締結し、市役所の新館女
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子トイレ１階と６階に生理用品の無料提

供システムの機器を導入いたしました。 

 令和４年７月から現在までで１，０６４

個提供させていただき、ご利用いただいて

いるところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、質問番号６番、

正規職員と会計年度任用職員の人数の推

移に係るお問いであったと思います。 

 先ほど嶋野委員の質問で、定数上のお話

しをさせていただきました。会計年度任用

職員の人数もということですので、再任用

職員を含んだ人数でお答えさせていただ

きます。 

 過去５年ということで、平成３０年度に

つきましては、正職が６１５名、再任用短

時間勤務職員が、３６名、合わせて６５１

名、そのときの非常勤職員が４６２名です

ので、定員管理上の人数と、再任用を合わ

せたら５８．４％、非常勤職員が４１．６％

となります。平成３１年度は、正職と再任

用を含めて６５３人、非常勤が４８５人で

すので、正職、再任用が５７．３％、非常

勤職員が４２．７％でございます。令和２

年度は、正職、再任用で６５９人、会計年

度任用職員が５１５人ですので、正職、再

任用が５６．１％、会計年度任用職員が４

３．９％でございます。令和３年度は、正

職、再任用が６６１名、会計年度任用職員

が５３２名ですので、正職、再任用が５５．

４％、会計年度任用職員が４４．６％でご

ざいます。令和４年度におきましては、正

職と再任用を合わせまして６７１名、会計

年度任用職員が５５２名で、割合としては

５４．８％と４５．２％でございます。 

 なお、令和５年４月１日は、正職と再任

用を合わせて６８１名、正職と再任用合わ

せて６８１名、会計年度任用職員は前年と

同数の５５２名ですので、正職、再任用が

５５.２％、会計年度任用職員が４４.８％

となっております。 

 続きまして、質問番号７番、庶務事務シ

ステムの導入についてでございます。 

 このシステムを導入する以前は、職員が

手書きの時間外勤務申請や有給休暇申請

を行うとともにその計算や集計を各課に

おいて行っておりました。 

 本システム導入後は、ＩＣタイムカード

により出退勤が電子データで管理され、時

間外勤務申請との整合性が図られるとと

もに、時間外勤務に伴う割増計算も自動で

行われることから、時間外勤務における計

算ミスが激減しております。 

 なお、ミスが減っただけではなく、給与

計算における各課の業務、各課がおおむね

半日程度かけて行っていた業務を人事課

に一元化したことにより、職員全体として

の総労働時間は減少しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 仲野課長。 

○仲野広報課長 それでは、広報課に係り

ます広告掲載料についてのご質問にお答

えさせていただきます。 

 広報紙の広告収入につきましては、令和

４年度は１か月当たり８万８，０００円の

契約で、年間１０５万６，０００円の歳入

でございました。広告の集め方につきまし

ては、毎月号の３１ページに４枠を確保し

ておりまして、安定的な広告掲載と、広告

スペースが埋まらず、紙面の構成が整わな

いといったことがないよう、事務作業の負

担軽減を図るために、募集業務を広告代理

店に委託しており、広告を希望される事業

者につきましては、広告代理店を通じて申

し込むことになっております。 
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 広告代理店から内容に関する協議書と

広告データが届きまして、広告のデータが

摂津市広報紙広告掲載要綱の基準に抵触

していないか確認いたしまして、広告代理

店に承認を行っております。 

 次に、ホームページの広告収入について

です。市のホームページ下段にありますバ

ナー広告１枠を１か月当たり１万円とし

ておりますが、３か月以上は１１か月以下

が月９，０００円、１２か月連続でしたら

年間１０万円の設定で行っており、令和４

年度は５社が１年間の契約を行っていた

だき５０万円の歳入でございました。 

 市ホームページの広告の集め方につき

ましては、市ホームページに常時募集記事

を掲載いたしておりまして、直接広報課で

事業者からのバナー広告の申込み受付を

行っているところでございます。 

 受付を行った後に、ホームページの内容

が摂津市ホームページ広告掲載要綱の基

準に抵触していないか確認し、可否決定通

知書で通知を行っております。 

 これまでの推移につきまして、重複する

部分もございますが、令和４年度につきま

しては、広報紙につきましては、月当たり

の単価が８万８，０００円で、１６社４８

枠で１０５万６，０００円、令和３年度に

つきましては月単価１０万円、１５社４８

枠で１２０万円、令和２年度につきまして

は、月単価１０万円、１３社４８枠１２０

万円でございました。 

 ホームページの広告掲載料の推移でご

ざいますが、令和４年度は５社５０万円、

令和３年度８社６５万６，０００円、令和

２年度８社６７万４，０００円でございま

した。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原救急救命課長 質問番号９番の

ご質問にお答えします。 

 令和４年度の救急活動状況と、令和５年

度を踏まえた現状でございます。令和４年

度は、新型コロナウイルスの影響が大きく、

救急出動件数が令和３年度と比較して、約

１，０００件の増加、１件当たりの活動時

間の延長、医療機関受入困難による病院問

合せ回数の増加など、苦慮した事案が多く

ありました。 

 新型コロナウイルスが５類感染症に移

行した令和５年度に関しましても、救急隊

の装備は変わらず、救急出動全件に対して

感染防止衣、Ｎ９５マスク、手袋を装備し

て対応しております。 

 出動件数、活動時間、病院の問合せ回数、

全てにおいて増加、延長している状況でし

て、出動件数については６，０００件に迫

る勢いでございます。 

 令和５年度からは、救急救命課を新設い

たしました。救急の受入態勢強化のため、

救急救命課で保健所や医療機関に対しま

して、救急受入れの連携強化を図り、救急

体制の強化に努めております。 

 また、２次医療機関の状況でございます

が、令和４年度の管内医療機関の搬送状況

は９．８％、令和５年度におきましても、

１０％を切る状況で、年々減少しているの

が現状でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 まず、コミュニケーション、意識改革、

組織定員や体制についてです。 

 コミュニケーション、それから意識の問

題は、一朝一夕にできるものではないと思

っております。 

 ただ、結果として今回は大きなミスにな
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ってしまったわけですから、これを契機に、

前に進めていただきたい。 

 嶋野委員や野口委員からもコミュニケ

ーションの問題として触れられていまし

た。コミュニケーションと言っても、私た

ちの時代で言いますと、潤滑油的に業務以

外の関わり、人間関係が、よく言われてい

た時代でもありました。とりわけ市役所の

お仕事は、全体の奉仕者として、皆さん宣

誓をして、お仕事をしてらっしゃる。何も

上司のために仕事しているわけでもあり

ません。ましてや、議員や市長のためにし

ているわけでもなく、市民の皆さんに喜ん

でいただくために、ルールに基づいてお仕

事をしていただくわけです。その中で人間

関係がいろいろあるのは当然だと思いま

す。話しにくい人がいるのも当然だと思い

ます。同じ方向で仕事をしているという観

点で、最低限、意思疎通を行う努力をする

ことは、当たり前のことではあるけど、言

うが易しということもあります。改めて今

回のことを契機に、まずは、所属長や係長、

部長や副市長が、そういった立場でコミュ

ニケーションを図ってもらう、三好委員長

が以前にもおっしゃっていましたけども、

改めて挨拶は大事だと思います。子どもで

はないけど地域の自治会や組織の中でも、

苦手な人へ挨拶はできると思います。その

中で、業務をしっかりと適正にやっていた

だく土壌をつくっていっていただきたい。

これはもう見守っていくしかないと思っ

ておりますので、お願いをします。 

 人員配置については、定員との関係でも

ありますので、今回の事案が、直接的に影

響したのかどうなのかは分かりません。そ

の辺についても、きちんと検証しておいて

いただきたい。繁忙期に業務が集中するこ

とに関して、以前は市民税課でも、ある業

務を民間委託して業務を分散化し、繁忙期

の人事異動を少なくし、スペシャリストの

育成を図るなど、いろいろ改善工夫をして

いただいているかと思います。 

 どこの部署でも繁忙期はあるでしょう

し、年度末年初で業務が重なってしまって

人の取り合いになってしまうということ

であれば、それこそ定員管理の問題をきち

んと見直す必要があると思います。ぜひそ

の観点で検証をしていただきたい。これは

意見として申し上げておきます。 

 次に、パブリックコメントです。件数を

言っていただきました。 

 令和４年度に係る三つの点について、聞

いておきます。 

 グランドデザインと都市安全確保拠点

整備計画について、８件とゼロ件でありま

した。件数は、出される市民側にあります

から、そのこと自体は問うつもりはありま

せんが、周知の方法についてです。説明会

の周知にも重なるのですけども、どうやら

れたのか。先日は閲覧場所を、鳥飼地域特

有の場所にも置いたとご説明もありまし

た。通常の説明会だけじゃなく、パブリッ

クコメントは、意見をいただく、いただか

ないは別にして、内容を知っていただく非

常に重要な機会でもあったわけです。どう

いった周知方法を行ったのか、それからい

ただいた意見について、どのように解して、

どのように反映させたのかについて、お聞

かせください。 

 もう一つ、人権行政推進計画、人権女性

課に、同じ内容でお聞きします。こちらは、

パブリックコメント３９件で、比較的たく

さんの方の意見をもらっているかと思い

ます。 

 その取組の評価、それから工夫されたこ

とについて、教えてください。ほかのパブ
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リックコメントに生かしたらどうかと思

いますので、お答えください。 

 鳥飼グランドデザインについては、説明

会がこれからあると思います。嶋野委員か

らもご提案や意見を出されているように、

ずっとそれに取り組んできた方々の議論

の中に、初めて参加した人が入っていけば、

萎縮してしまいます。意見が言いにくいの

は、当然出てくると思います。 

 若年層であったり、階層別であったり、

もしくは鳥飼地域は、業者と地域住民との

共存共栄を図るエリアもあるわけです。業

者の方々は業者の方で集まってもらうよ

うな、それぞれ階層や年齢別の説明会や、

ワークショップを小まめに開いていただ

く。あまり敷居を高くせずに、開催後にホ

ームページに載せて、小まめにやっていく。

それを集約して、皆さんにお知らせをして

いくことを積み重ねていただいたらどう

かと思います。そのやり方について、見解

をお聞かせください。 

 グランドデザインで二つ目、昨日もあり

ました、公共交通の件です。広い地域で共

通した内容のものについて、また、これま

での議論の中で、事業者との関係もあって、

今までの論理でいけば、難しい。事業者の

人手不足、需要の減退、採算性の問題から、

減便が致し方ないとのことです。廃線を抑

えるだけでいっぱいで、今までの到達点だ

ったものを、グランドデザインの中では、

それでは何のためのグランドデザインの

議論だとなってしまうわけです。そういっ

た今までの枠組みをどう乗り越えていく

のかが、グランドデザインの議論、もしく

はその中で集約した意見を行政としてど

のように支援していくのか、どのように返

していくのか、もしくは予算をつけていく

のかにつながっていくと思います。そうい

った議論も、庁内、それからこれまでの議

論も全部、洗い直して、前に向けた議論が

できる準備をして説明会やワークショッ

プに臨んでいただきたい。要望としておき

ます。 

 女性問題相談についてです。 

 ご説明いただきまして、一定理解を深め

ております。 

 その上に立って、最初にもご紹介させて

いただいたように、新しい法律が生まれま

した。女性は、性被害を受けやすい立場で

あることが、法律の中で明確に認識された。

もちろん男性相談も大事ですけども、女性

の埋もれた潜在的な問題について、気軽に

相談ができる体制を組んでいただきたい。

国の基本方針、それから、大阪府の基本計

画がつくられていく中で、摂津市として意

見を言うべきものを、しっかり出していた

だきたい。 

 生理用品についてです。 

 令和３年７月に学校に配置しました。勘

違いをしておりました。それぞれ子どもた

ちに、必要個数を渡したり、保健室に置い

たり、学校によって運用をされたとのこと

であります。１，０６４個利用され、これ

が多いか少ないかは分からないです。今後

の継続をどうしていかれるのか。 

 当初、学校等で配置された生理用品は、

コロナ禍において、また物価高騰の中で、

生活困窮の児童・生徒たちに提供するもの

でありました。 

 しかし、前の議論の中にも、ご答弁いた

だいたかと思いますけれども、トイレに行

けば、トイレットペーパーと同じように生

理用品があるのが当たり前ということが、

男女共同参画、男女平等、ジェンダー平等

の社会につながっていく。今後は、拡大を

していくことが求められていると思いま
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す。その点について、お聞かせください。 

 また、市役所１階と６階で、限定的に置

かれ、これだけの数が使われています。そ

の属性や、どう利用されているのか。スマ

ホがないと使えないわけで、高齢の方なか

なかスマホに慣れてない方が使いにくい

のではないか。スマホについては、昨日も

議論がありましたデジタルデバイドの問

題、情報格差、ＩＣＴ格差の問題がつなが

ってくるかと思います。利用者がどんな方

なのかは、きちんと検証した上で、その足

りない部分をどう埋めていくのかも工夫

していただきたい。その点についてのお考

えをお聞かせください。 

 人事課です。 

 正規と非正規の人数の推移、率の推移を

ご報告いただきました。職員数全体は、令

和元年から少しずつ伸びてきております。

会計年度任用職員については、待遇が改善

されたとは言え、１年更新の３年で、非正

規という扱いです。しかし、実際やってお

られる仕事は、正規職員と変わらない。責

任持ってやっていただいているのも認識

しています。非正規の比率が４５％に達し

ており、問題意識を持たないといけないの

ではないかと思います。 

 今、開かれている臨時国会で、岸田首相

が、行き過ぎたコストカット経済と言って

おられました。それは、人件費をコストカ

ットすることで、正職員を非正規に置き換

えていって、低賃金で調整弁に使ってきた。

そのことによって、国全体が、消費者であ

る労働者の給与、賃金が上がらないままに

なってきた問題もあるわけです。 

 とりわけ行政の仕事は、そういった方々

も含め、生活を支えていくのが仕事である

わけです。安定した状況の下で、仕事がで

きる待遇をつくっていかないといけない

と思います。 

 そういう点で、今後、会計年度任用職員

とか、先ほどの女性相談員のように、専門

性のある人を雇用する場合、そういった選

択もあるかもしれません。しかし、日常的

に通常の業務で、会計年度任用職員を採用

しているのであれば、そこは正規に置き換

えていく方針転換をしていく必要がある

と思っています。その点のお考えをお聞か

せください。 

 もう１点、退職された人の補充をしてき

ていて、業務が多いところにも補充をして

いるとのことであります。 

 嶋野委員も少し触れられました。現業の

皆さんにとっては、退職者不補充の方針が

ずっと続いています。退職した後の補充が

ないキツキツの業務の中で、結果、その業

務の民間委託を拡大してきた。公的な業務

が民間に移ることによって、安上がりに業

務提供となってしまっていると思います。 

 ごみの収集や学童の指導員、給食の調理

員について、どんどん民間委託が広がって

いく一方で、民間委託をする委託先も、非

常に人を集めるのが大変になってきてい

ます。プロポーザルや入札をしても、手を

挙げる事業者が減ってきて、委託費が高騰

してきている問題も、今起きているのでは

ないかと思います。 

 市の仕事で、現業職員とりわけ市民の皆

さんと直接接して、いろいろな啓発もしな

がら業務に携わる現業職員について、現業

の退職者不補充の方針は見直し、現業以外

の職員のように、きちんと足らないところ

を採用していく方針に切り替えていかな

いといけない時期だと思います。改めて、

その点についてお聞かせください。 

 庶務事務システムについては、分かりま

した。かなりの業務が節減され、効率もよ
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くなったということであります。ありがと

うございます。 

 次に、広報課の広報せっつとホームペー

ジの有料バナーについてです。広告代理店

でまとめて募集していることは改めて分

かりました。また、要綱というお話をされ

ました。どんなところに広告を出すのか気

になっているのは、例えば、摂津市と関わ

りのある事業者、摂津市の仕事に入札をし

たり指定をされている事業者、もしくは摂

津市と何らかの契約を結んでいる利害関

係が生じている事業者だったり、人が摂津

市にお金を出して広告を出すことについ

て、どう考えているのか。 

 この間、マスコミでも問題になっていま

す忖度があります。高い広告料を出してい

るスポンサーに対して、物が言えないよう

なことは、一般市民からしてみると、それ

はそうだと思います。今問題になっている

ジャニーズの問題にしても、みんな分かっ

ているけども、もうそこに何か言えば、タ

レントを出してもらえないとか、もしくは

引き上げられてしまう、事を荒立てないた

めに、そういう関係が生まれてしまう。 

 額的にはそんなに大きな額ではないに

せよ、市民目線から見たときに、摂津市は

広告収入もらっているところに対して、事

業を発注となった場合、どんなふうに受け

止められるのか、私は気になっています。 

 要綱の中に、その点をどう提起されてい

るのか、または、そのことについて、どう

整理するのか。市民目線から見ても公平公

正だと言えるようにしないといけません。

その点について、お聞かせください。 

 消防についてです。 

 コロナも令和５年度より５類に移りま

した。令和４年度は過去最高で、さらに増

えているとのお話です。 

 検査もしなくなってしまいましたので、

コロナ感染している人は、本人も含めてど

こにいるのか分からない状況です。恐らく

救急搬送される場合、先ほどもご説明いた

だいたように、防護服を着用し、感染防止

しながらのお仕事であると思います。 

 医療機関についても、市内の搬送が１割

を切っている状況で、なかなか困難な問題

が起きていると思います。 

 消防で何とかなる問題ではないと思い

ます。しかし、現場として、医療が逼迫し

てしまってからでは遅いので、警告を医療

機関とともに連携しながら、もしくは市長

会を通じて訴えていっていただきたい。お

願いしておきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 安藤委員の２回

目の２番目、都市安全確保拠点整備計画と

鳥飼グランドデザインのパブリックコメ

ントの実績等についてです。 

まず、鳥飼まちづくりグランドデザイン

（案）のパブリックコメントの意見募集に

つきましては、令和４年の４月２５日から、

令和４年５月２４日の１か月の間で、行っ

ております。 

 都市安全確保拠点整備計画につきまし

ては、令和５年２月１日から令和５年３月

２日までの１か月の間で行っております。 

 閲覧場所につきましては、市役所１階の

情報コーナー、新館４階の政策推進課の分

室、それと各公民館、市民図書館、鳥飼図

書センター、いきいきプラザ、正雀市民ル

ーム、コミュニティプラザ、別府コミュニ

ティセンター、ふれあいの里、市立鳥飼こ

ども園を閲覧場所としております。 

 提出方法につきましては、政策推進課へ

の持参、郵送、ファクス、電子メール、意
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見提出フォームからの提出をいただいて

おります。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインに関

するパブリックコメントにつきましては、

８件のご意見をいただいております。こち

らにつきましては、鳥飼まちづくりグラン

ドデザイン（案）に対するパブリックコメ

ント、応募、ご意見と、市の考え方で、７

月２０日付で、ホームページに掲載してお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井副理事。 

○由井市長公室副理事 摂津市人権行政

推進計画のパブリックコメントについて

のご質問にお答えさせていただきます。 

 第２期の人権行政推進計画を作成する

に当たりまして、パブコメを令和５年１月

１９日から、令和５年２月１７日まで実施

させていただきました。 

 閲覧場所と提出方法につきましては、先

ほどの鳥飼まちづくり担当と同じ様な箇

所になります。 

 意見として、３９件いただいております。

先ほど意見募集についての取組をどのよ

うにされたかとのご質問であったかと思

いますが、今回の人権行政推進計画の中で

は、誰もが安心して暮らせる環境の整備と

いう項目があります。そこに、外国人への

日常生活支援の項目もありますことから、

国際交流協会を通じまして、日本語教室に

４回ほど伺い、そこで説明等をさせていた

だいております。あと、男女共同参画セン

ターの講座開催時に意見募集の案内をさ

せていただいたところです。 

 続きまして、生理用品の関係のご質問に

お答えさせていただきます。 

 先ほど、設置場所の市役所庁舎の１階と

６階のお話があったかと思います。 

 市役所庁舎の１階と６階に設置をさせ

ていただきましたのは、まず１階は市民が

一番来庁される人数が多いところであり、

６階が、保育所、また教育部門が配属され

ている部署でもありますことから、その２

か所を選考させていただきました。 

 また、スマホでの利用で、高齢者などの

スマホが使えない問題についてです。女性

の閉経の平均年齢が５０歳から５１歳と

いうデータがありまして、その年代の方に

ついてだと思います。 

 今後のことについてですが、令和５年度

につきましては、男女共同参画社会の実現

を目指す拠点施設であります男女共同参

画センターのあるコミュニティプラザの

女性トイレにおきましても、生理に関する

女性の負担や不安の軽減、ジェンダーギャ

ップの解消を目的として、同じくオイテル

の生理用ナプキンを無料で受け取ること

ができるように、追加の設置を進めている

ところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 寺田参事。 

○寺田政策推進課参事 ２回目のご質問

について、お答えいたします。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインに関

するご意見等は説明会でいただくことや、

説明会の動画をユーチューブ動画で見た

方から、オンラインで意見をいただくこと

もございます。 

 また、本日、説明会があるのですけれど

も、こちらではオンラインでの視聴を新た

な試みとして実施することとなっており

ます。会場に来れなくても、説明会をリア

ルタイムでご覧いただき、質問できる環境

も整えております。 

 また各イベントであったりとか、ワーク

ショップでもグランドデザインの意見を
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聴く機会も設けております。 

 将来を見据えて鳥飼地域をどのような

地域にするかを、市と住民の皆様が共通の

認識を持って、今後も丁寧な意見交換を行

っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松本課長。 

○松本人事課長 それでは、質問番号６番、

会計年度任用職員に係るお問いです。 

 会計年度任用職員には、例えば朝２時間

だけ働くという職もございます。そういっ

た職を除きまして、例えば、行政パートナ

ーで申し上げますと、市役所、あるいは市

内の公共施設での受付事務、パソコンを使

用した事務作業など、あくまで補助的な業

務を担っていただいております。 

 確認作業であったり、袋詰めであったり、

もちろんこの対象者の範囲を確定したり、

サービス内容をしっかり確定したりする

業務もあります。一つの業務を完結するた

めの各業務を全て正規職員がするほうが

効率的かというと、そうでもございません。 

 正規の職員が行う事務の部分を補助的

に会計年度任用職員に担っていただくこ

とで、一つの事業を効率的に完結していく

考えであります。判断を要したり、責任と

いった部分は、あくまで正規職員であると

思っております。 

 実際に、会計年度任用職員は、今、外部

職場が非常に多い状況でございます。 

 これまで民営化と委託を進めていく計

画により、このようになってきた経緯がご

ざいます。 

 本庁の事務の部分で、まだまだ会計年度

任用職員に担っていただける業務がある

かもしれません。それを踏まえながら、正

規職員と会計年度任用職員の比率が、委員

がおっしゃいますように、これ以上増えな

いようにとの観点も踏まえながら、しっか

りと取り組んでいきたいと思います。 

 そうすることで、時間外勤務についても、

配慮していきたいと思っています。 

 あと、技能労務職についてでございます。 

 本市では、平成１６年度の技能労務職の

退職不補充の方針以降、委託や民営化によ

る民間活力の導入を進めて、採用に関して

は、凍結をしております。 

 これにつきましては、本来あるべき給与

としての行政職二表が未導入であったこ

と、あと人口当たりの技能労務職員数が、

大阪府下のみならず、全国的な観点からも

非常に多い状況だったということによる

ものでございます。 

 その間、平成１７年度には１８０名おり

ました技能労務職が、現在では４７名とな

っております。 

 こうした中、令和４年度に職員組合と労

使検討委員会を発足させて、各職種の現況、

あるいは課題を整理しながら、今年度まで

８回ほど労使検討委員会を開催して、行政

職二表の導入と技能労務職の採用といっ

た、技能労務職の在り方について、話をし

ております。 

 その在り方につきましては、各技能労務

業務について、直営で存置するもの、職員

の退職状況等を踏まえ、委託化等を順次進

めていくものとして、今後の方向性を整理

し、直営で存置するとなる技能労務業務に

ついては、必要な人数を整理する必要があ

ると考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 仲野課長。 

○仲野広報課長 それでは、２回目のご質

問にお答えさせていただきます。 

 広告掲載の基準についてです。まず、広

告の掲載要綱自体につきましては、例えば、
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法令や条例、または規則に違反し、または

抵触するおそれのあるものであったり、市

が広告の対象となるものを推奨している

かのように誤解を与える表現のもの。これ

らについては除くという中身についての

記載をしているのが、この要綱でございま

す。市内企業だから除外しているという中

身を記載しているものではございません。 

 また、広報紙や市ホームページへの広告

の掲載は、市民など、市に関わりのある方

に対しての広告効果を期待しているもの

であります。市と関わりのある事業者など

を排除しますと、事業の実施自体厳しいか

と思っております。 

 そのため、市の取引先というか、市内の

事業者があったとしましても、要綱の基準

に抵触しなければ広告を出すことは差し

支えないと考えております。 

 また、事業の発注につきましては、入札

とか見積徴収するなど、事業の発注に合わ

せた基準があり、おっしゃるような忖度が

働くことはないかと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 パブリックコメントに関する指針で、手

続の目的として、市民等への説明責任を果

たし、市の政策形成過程における公正性の

確保と透明性の向上を図ることにより、市

民等の市政の参画を促進することを目的

と当然のことが書かれているわけです。政

策形成過程、公正性確保と透明性の向上を

図って、市政への参画を促進するため、一

定議論をして案ができ、３月末に出すので、

３月１５日まで募集して、１か月やればい

いというものでは困ります。 

 意見をしっかり募集をする。募集してこ

なくても、市民の皆さんに説明責任を果た

す責任があります。説明責任を果たすこと

は、その計画案について、広く皆さんに知

っていただく努力もしないといけないと

思います。 

 今までも、ホームページとかいろいろな

閲覧場所は、この指針の中にも明記されて

おります。鳥飼グランドデザインのように、

鳥飼地域の特定の場所にも置いています。

実施機関が必要と認める施設での閲覧、ま

たは配布もあります。例えば、議論をよく

やっていただいたところには、しっかりと

置いて見ていただく。昨日も市営住宅の長

寿命化ですから、市営住宅に住んでおられ

る方に知ってもらうために、市営住宅へ配

布するべきではなかったかと申し上げた

と思います。配布や閲覧の場所は、ただ規

定にあるから置きました。ホームページに

載せました。期日が来たので締めたように、

市民からも見られてしまうのは、パブリッ

クコメントの制度の趣旨から反してしま

うと思います。今後のパブリックコメント

の募集、閲覧の仕方、周知の方法について

は、さらに工夫いただきたい。また、パブ

リックコメントをすることも、スケジュー

ルの中、ただ出すだけではなく、知ってい

ただくことをやるための期間、業務をやる

前提の下で、計画のスケジュールを立てて

いただきたい。意見として申し上げます。 

 どうしてもパブリックコメントの募集

段階になってしまうと、そこまでの計画を

つくっていて、ある程度もう出来上がって

しまっています。当然、出来上がっていて、

パブリックコメントを出したとしても変

わらないのではないか。何かパブリックコ

メントそのものが市民からしてみたら、通

過儀礼のように、この間もそんなご意見が

出ていました。そうなってしまったら、こ

れも目的が違ってくるかと思います。 
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 指針の中に書かれているのは、意見の取

扱い、実施機関は、提出された意見を考慮

して、計画等の意思決定を行うとなってい

ます。もちろん、反映できるもの、反映で

きないものはいろいろあると思います。そ

れについてきちんと文書で答えて公表す

ることにもなっています。改めて、パブリ

ックコメントが、少し安易に考えられてい

るのではないかと危惧しております。部署

ごとに、パブリックコメントを出すことを、

もう一回この指針に基づいて、徹底を図っ

ていただきたい。 

 これまでのパブリックコメントの状況

を見てみると、決してそうは映っていない。

パブリックコメントは政策推進課で指針

を出しておられると思います。いろんな重

要な計画を市民の皆さんに出して、皆さん

に知っていただいて、意見を聴く姿勢を示

す大事な手続です。しっかりとやっていた

だきたいことを申し上げておきます。答弁

は結構です。 

 グランドデザインについては、オンライ

ンも含めて計画されていると思います。 

 幅広く庁内での論議もしていただくこ

とは大事だと思います。説明会での手法も

これまでにない手法で、昨年来、説明会の

中でもいろんな意見を受けながら、少しず

つ説明会の内容をアップデートしており

ます。分かりやすいものに変わってきたの

ではないかと、参加しながら思っています。 

 あとはどれだけそれを市民の皆さんに

知っていただけるかが重要な課題だと思

います。そこにまた知恵と工夫を出してい

ただくようお願いしておきます。 

 生理用品については、先ほども申し上げ

ましたように、ぜひ拡大を図っていけるよ

うにしていただきたい。誰もが、必要な方

が利用できるように、配置場所なども拡大

していく方向で検討していただきたいこ

とを、要望しておきます。 

 人事採用の面で、非正規、会計年度任用

職員、行政パートナーは庁外が中心で、一

つの業務全部を責任持ってやるわけでは

ないとのことでありました。保育所や学童、

もしくは環境業務の収集業務をしていら

っしゃる方々が、会計年度職員として多く

採用されている。 

 なかなか募集しても、人が集まりにくい

のが現状だと聞いています。一方、保育所

の保育士の募集、正規職員でやられたと聞

いています。正規職員９名を募集し、９名

採用されたと聞いています。なかなか学童

の指導員、保育士にしても、採用が難しい、

人が集まらないのはよく聞きます。その採

用は、どうしても非正規雇用での採用では

ないと思います。その職の責任、その仕事

の大切さ、業務の重要性から、若い人たち

は、将来にわたって働き続けられる仕事を

選びたいので、正規で採用していくことは、

重要だと思います。 

 また、現業職員の退職者不補充、組合と

の協議がされているとのことです。方針を

大きく転換していく状況になるのであれ

ば、方針が変わったときちんと説明してい

ただいた上で、早期に現業部門についても、

採用凍結の撤廃を決断していただきたい。

要望しておきます。 

 広告についてです。 

 なかなか難しいと僕は思います。もちろ

ん市民向けの広告ですから、市内で仕事を

しておられる方が中心にならざるを得な

い。しかし、その市の仕事を請け負ってお

られたり、関連していたり、もしくはアド

バイスをする立場の方との利害関係の中

で、収入を得る。市民から見てどうなのか、

そこは厳密に、もう少し検討していただき
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たい。他市の状況もあるかと思います。 

 広報の印刷代に約９００万円、その中の

１００万円ほどの収入は決して少なくな

い収入であることは理解します。ただ、そ

のために、市民から行政の公平性が問われ

ることがあったとしたら、お互いにとって

よくないことになりかねない。この点につ

いては、検討、注意を払っていただく中で、

もう少し整理をしていただきたいと申し

上げておきます。 

以上で終わります。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 パブリックコメン

トの指針に関することでございます。昨日

の議論の中でも、いろいろありました。指

針に基づいて、一定定型化された中で、例

えば鳥飼グランドデザインですと、とりか

いこども園でも、募集していただいていま

す。その分野の中で、創意工夫していただ

いて、集まりやすいところに配架するとい

う取組もさせていただいています。 

 もちろん、全市民に知らせることで取組

を進めているところでございます。 

 計画を進める中、年度末のところで、１

か月ぐらいの募集期間が、ケースとしては

非常に多いのかと思います。そこでは、一

定その年度の中で、審議会等でも議論され

つつ、もちろん、これはスケジュールにも

組み込んだ上で、その期間で募集させてい

ただいております。最後のところで、意見

をいただいたときに、本当に変わるのかに

ついては、決して、変えるつもりがないの

ではなく、ちゃんと市民の意見をお聴きし

て、必要なものについては、それを反映し

ていくつもりでやっておりますので、その

辺はご理解ください。 

 パブリックコメントの指針につきまし

ては、毎年４月に全庁に、このパブリック

コメントの指針や在り方につきまして、周

知させていただいております。 

 それを踏まえて、ここにありますとおり、

市民等の市政への参画を促進することも

目的としてございますので、そういったと

ころを周知させていただいております。 

 この取組につきましては、これでいいと

いうことではなくて、当然のことながら、

より意見を集める、また、市民の市政への

参画を促進する意味では、まだまだ創意工

夫するところもあるかと思います。議員の

皆様のご指摘もいただきながら、改善に努

めてまいりたいと考えております。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 パブリックコメントについて、有場課長

からご答弁いただきました。周知の仕方、

広報とかホームページに載せる際に、例え

ば、都市安全確保拠点整備計画のパブリッ

クコメントを募集されても、市民には分か

らないです。 

 拠点整備計画の住民説明会を鳥飼西で

やられました。あまり人が来なかったです。

何のことか分からなくて、防災ステーショ

ンに関わる話であることが、説明を受けて

分かるんです。 

 行政の言葉は、非常に分かりにくいです。

例えば、募集する際の広報紙への載せ方と

か、ホームページの持ち方についても、防

災ステーションやこども園に関わって、そ

この土地の計画を見直しするためのもの

ですと、書いてもらいながら募集をしない

と分かりません。ぱっと見て漢字の並び替

えたものを見せられても、日々忙しい日常

生活の中で、必ず自分の頭から消えていく

ものだと思います。そういった配慮をして

いただきたい。それから、なかなかホーム

ページに掲載していますと聞いても、その
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ページにたどり着ける人は、案外少ないん

です。 

 もちろん、ＱＲコードがあって、それを

読めばたどり着けますけど、なかなかそう

いったものに慣れていない方もいます。ま

ず市役所のトップページに新着があって、

掲載順にどんどん下に流れていきます。下

のほうになると見つからないです。どこに

あるのかとの問合せを、意見を出したい人

からはたまにお聞きします。 

 例えば、パブリックコメントであれば、

トップページの中でも、子育ての分野に特

化したバナーが貼られたりしています。パ

ブリックコメントの募集ページですと工

夫をする必要があると思います。情報コー

ナーが市役所の中でどこにあるか知って

いる人はすごく少ないと思います。このパ

ブリックコメントの情報コーナーはこち

らですと、よくのぼりを立てておられます。

そこまでやれと言いませんけども、一定の

募集をするにあたっての工夫をしてほし

いと、申し上げておきます。 

以上で終わります。 

○三好義治委員長 安藤委員の質問が終

わりました。 

 以上で質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後３時 ６分 休憩） 

（午後３時１３分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 認定第５号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後３時１４分 休憩） 

（午後３時１５分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 賛成多数。本件は認定

すべきものと決定しました。 

 認定第５号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は認定すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後３時１６分 閉会） 
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